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産業視点での医療機器・ヘルスケア開発への方向性
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2010年 2019年
A B B/A CAGR

合計 34,313 58,232 170% 6.1%
国内 18,031 25,144 139% 3.8%
海外 16,282 33,087 203% 8.2%

成長率

医療機器産業 二つの視点

国内市場の動向

出典：厚労省調査 - 薬事工業生産動態統計調査（基幹統計）

日本企業TOP50の売上推移

区分 10年度 18年度
億円 億円
A B B/A

上位10社 12,466 25,380 204%
上位11～30位 7,792 10,719 138%
上位31～50位 3,648 3,933 108%
上位51～100位 4,217 4,286 102%
その他 3,547 5,035 142%
合計 31,670 49,352 156%
集計企業数 523 637
調査客体数 850 959

出典:IRデータ集計

日本企業全体の売上推移

出典：厚労省調査 - 医薬品・医療機器産業実態調査（一般統計）
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国内市場
(₌国内の医療現場で使われる医療機器)

●国民の健康医療を支える、患者にいち早く届ける
●今後、高齢化社会の進展や健康長寿社会の実現に

向けて担うべき役割やポートフォリオが変わってくる
●売上=社会保障費であり、規模拡大より質の向上や

プライオリティがより重要になる

日本企業
(₌日本企業が国内/海外で展開する医療機器ビジネス)

●過去10年間で1.7倍とに成長、6.5~7兆円産業
●成長ドライバーはトップ50社の海外事業、特に現地主導

ビジネスが拡大し経営体制もグローバル化
●日本向けに開発した製品を海外展開するだけでなく、

Born Globalイノベーションがより重要になる

CAGR2.5％と緩やかに成長 海外事業が成長を牽引し、 10年間で1.7倍と大きく伸長、


市場分析

		国内市場 コクナイ シジョウ												国内市場 コクナイシジョウ

				全体		国内生産 コクナイ セイサン				輸入 ユニュウ						全体 ゼンタイ

						上場22社 ジョウジョウ シャ		その他 タ										国内生産 コクナイ セイサン				輸入 ユニュウ

		2010年 ネン		23,154		7,849		4,751		10,554								上位40社 ジョウイ シャ		その他 タ

		2018年 ネン		29,027		10,887		1,934		16,206				2010年 ネン		28,943		13,550		315		15,077

														2019年 ネン		42,300		18,795		354		23,151



														上位40社 ジョウイ シャ

				2010年 ネン		2019年 ネン		成長率 セイチョウリツ								全体 ゼンタイ

				A		B		B/A		CAGR

		合計 ゴウケイ		34,313		58,232		170%		6.1%								国内 コクナイ		海外 カイガイ

		国内 コクナイ		18,031		25,144		139%		3.8%												輸出 ユシュツ		地域自律 チイキ ジリツ

		海外 カイガイ		16,282		33,087		203%		8.2%				2010年 ネン		28,816		13,550		15,266		6,477		8,789

																		47%		53%

														2019年 ネン		54,804		18,795		36,009		9,537		26,472

																		34%		66%





厚労省調査

		売上 ウリアゲ

		区分 ク ブン		N		10年度 ネン ド		18年度 ネンド		19年度 ネンド

				O						IR集計 シュウケイ						区分 ク ブン		10年度 ネン ド		18年度 ネンド

						億円 オクエン		億円 オクエン		億円 オクエン								億円 オクエン		億円 オクエン

						A		B		C		B/A						A		B		B/A

		上位5社 ジョウイ シャ		1		7,617		15,997		26,534		210%				上位5社 ジョウイ シャ		7,617		15,997		210%

		上位6～10位 ジョウイ イ		2		4,849		9,383		14,337		194%				上位6～10位 ジョウイ イ		4,849		9,383		194%

		上位11～30位 ジョウイ イ		3		7,792		10,719		12,101		138%				上位11～30位 ジョウイ イ		7,792		10,719		138%

		上位31～50位 ジョウイ イ		4		3,648		3,933				108%				上位31～50位 ジョウイ イ		3,648		3,933		108%

		上位51～100位 ジョウイ イ		5		4,217		4,286				102%				上位51～100位 ジョウイ イ		4,217		4,286		102%

		その他 タ		6		3,547		5,035				142%				その他 タ		3,547		5,035		142%

		合計 ゴウケイ		7		31,670		49,352				156%				合計 ゴウケイ		31,670		49,352		156%

		未回答(推定) ミカイトウ スイテイ		8		2,001		3,147								集計企業数 シュウケイ キギョウスウ		523		637

																調査客体数 チョウサ キャクタイ スウ		850		959

		集計企業数 シュウケイ キギョウスウ				523		637

		調査客体数 チョウサ キャクタイ スウ				850		959

		補正単価 ホセイ タンカ				4.7		5.9

		表１　調査対象客体数及び回答数

		年度 トシ タビ				西暦 セイレキ		調査客体数 チョウサ キャク タイ スウ		回答数 カイトウスウ

		18						807   		650   		81%

		19						795   		613   		77%

		20						865   		630   		73%

		21						775   		545   		70%

		22				2010		807   		523   		65%

		23						854		551		65%

		24						844		595		70%

		25						853		571		67%

		26						884   		590   		67%

		27						900   		602   		67%

		28						961   		638   		66%

		29						925   		620   		67%

		30				2018		959   		662   		69%















トップ40

				2010年 ネン						2018年 ネン						増加 ゾウカ												2019年 ネン				資本金 シホンキン

				合計 ゴウケイ		国内 コクナイ		海外 カイガイ		合計 ゴウケイ		国内 コクナイ		海外 カイガイ		合計 ゴウケイ		国内 コクナイ		海外 カイガイ

		オリンパス		3553		794		2759		6343		1089		5254		2790		295		2495				1		オリンパス		6,418						内視鏡事業・治療機器事業: 消化器内視鏡で世界トップシェア（70%超）。腹腔鏡手術など外科領域にも製品領域を拡大。

		テルモ		3282		1771		1511		5995		1885		4110		2713		114		2599				2		テルモ 		6,289						カテーテルやステントなど心臓血管領域に強み。心不全治療用の骨格筋芽細胞シート「ハートシート」で再生医療分野にも進出。

		HOYA		2030		759		1271		3734		1292		2442		1704		533		1171				3		富士フイルムHD 		5,041

		ニプロ		1328		606		722		3273		1878		1395		1945		1272		673				4		ニプロ		4,425						ディスポーザブル機器に強み。透析関連や補助人工心臓・人工心肺が柱。注射針やカテーテルも手がける。

		シスメックス		1247		385		862		2935		441		2494		1688		56		1632				5		キャノン		4,361

		日本光電		1134		930		203		1788		1302		486		654		372		283				6		HOYA		3,750

		旭化成		551		425		126		2517		568		1949		1966		143		1823				7		日立＋日立ハイテク ヒタチ ヒタチ		3,200

		オムロン		606		269		337		1157		269		888		551		0		551				8		シスメックス		3,020						検体検査用機器・試薬大手。ヘマトロジー分野で世界トップシェア、血液・尿分野でも世界で高シェアを獲得。

		島津製作所		495		269		226		691		402		289		196		133		63				9		旭化成 アサヒカセイ		2,517

		東レ		524		510		14		537		416		121		13		-94		107				10		日本光電工業		1,850		40,871				医療用電子機器大手。生体計測機器・生体情報モニタ・AEDなどが主力。遠隔医療支援システムなど在宅向け製品も展開。

		JMS		456		332		123		581		373		208		125		41		85				11		フクダ電子		1,334						医療用電子機器大手。ペースメーカーや在宅医療機器レンタルが好調。在宅分野や海外事業の強化に向けオムロンヘルスケアと提携。

		川澄化学工業		321		239		82		241		162		79		-80		-77		-3				12		オムロン		1,124		43,329				ヘルスケア事業の柱は血圧計。家庭用血圧計の世界シェア50%。全体の連結売上高は6,780億円。

		堀場製作所		225		47		178		0		0		0		-225		-47		-178				13		コニカミノルタ		878						X線画像診断システムや超音波画像診断装置に強み。全体の連結売上高は9,961億円。

		ナカニシ		193		33		159		314		62		253		121		29		93				14		メニコン		829						日系大手コンタクトメーカー。コンタクトレンズが売上の柱だが、一部動物医療事業なども手がける。全体の連結売上高は845億円。

		朝日インテック		123		72		51		572		187		385		449		115		334				15		島津製作所		702						分析・計測機器大手。医療機器ではX線TVシステムや血管撮影システムなど画像診断機器を展開。全体の連結売上高は3,854億円。

		松風		141		105		36		224		119		105		83		14		69				16		日機装		620						医療部門の主力は人工腎臓などの透析関連。人工膵臓など新規領域の製品を育成中。全体の連結売上高は1,658億円。

		エー・アンド・デイ		135		38		97		184		51		133		49		13		36				17		ニコン		620

		メディキット		138		126		12		185		166		19		47		41		7				18		JMS		586						ディスポーザブル機器が柱。輸液・輸血用回路や透析に強み。人工心肺装置やペースメーカーも。

		マニー		94		31		63		201		44		158		107		13		94				19		朝日インテック 		572						カテーテルが主力。循環器向けを中心に、末梢血管・腹部血管・脳血管の各領域にも製品展開。ガイドワイヤーは世界有数のシェア。

		クリエートメディック		91		84		7		108		81		27		17		-3		20				20		東レ トウ		537

		日本エム・ディ・エム		34		28		5		167		102		66		133		74		60				21		日本ライフライン		518						心血管領域に強み。自社製品に人工血管やステントグラフトなど。代理店機能も持ち、ペースメーカーなどを輸入・販売。

																								22		JSR		505		49,696

		合計 ゴウケイ		16698		7849		8843		31747		10887		20860		15049		3038		12017				23		積水メディカル セキスイ		474

		比率 ヒリツ				47.0%		53.0%				34.3%		65.7%										24		トプコン		448						アイケア事業 眼科用機器に特化。眼圧計や眼底カメラ、治療用レーザーなどを展開。全体の連結売上高は1,389億円。

		CAGR								1.0836268791		1.0417451443		1.1132369262										25		カネカ		463

																								26		富士レビオ フジ		454

																								27		ホギメディカル		372						キット製品や不織布製品など、ディスポーザル機器が主力。キット製品の受発注システム「オペラマスター」の拡大に注力。

		上位40社 ジョウイ シャ																						28		栄研化学 エイケンカガク		366

		合計 ゴウケイ		28816		13550		15266		54804		18795		36009		25988		5245		20744				29		ナカニシ		354						歯科医療機器で世界トップクラスのシェア。エアータービンなどが主力。売上高の約80％が海外。

		比率 ヒリツ				47.0%		53.0%				34.3%		65.7%										30		タカラバイオ		345

																								31		シード 		318						 コンタクトレンズ事業を中心に展開。眼鏡や眼内レンズも手がける。自社製造１日使い捨てレンズが主力。

																								32		松風 		261						歯科用材料・機器大手。人工歯や研削材などが主力。プロ向けネイル事業も展開。

																								33		川本産業		250						ガーゼや脱脂綿などの衛生材料が中心。17年、医療・衛生材料のメーカー浙江川本衛生材料有限公司を子会社化。

																								34		川澄化学工業		223		54,024				ダイアライザーや血液回路など透析機器に強み。バッグやフィルター、ステントなど血液・血管分野も。

																								35		メディキット		199				12.4		透析用留置針が柱。造影・治療用のカテーテルにも強み。主に輸液の投与に使われる静脈留置針の売上も拡大。

																								36		マニー		183				9.9		縫合針やナイフなどの外科治療機器と、歯科治療機器の2本柱。世界120ヶ国以上で使用されており、海外売上比率は70％以上。

																								37		日本電子		168						 自動分析装置、検体搬送システム、臨床検査情報処理システム、全自動アミノ酸分析機に強み。全体の連結売上高は1,172億円。

																								38		リオン		122				20.1		補聴器が主力。専門店を持っており、販売網も強い。耳科関係の検査機器も。騒音・微粒子計測器で環境分野でも事業展開。

																								39		クリエートメディック		108		54,804		15		シリコン製カテーテルが主力。泌尿器・消化器を中心に外科や血管でも製品展開。

																								40		テクノメディカ		98						受付から検査前の準備作業を自動化する採血管準備装置を開発。同装置と採血管などの消耗品が柱。

																								41		大研医器		85		54,987				院内感染防止関連や麻酔関連の製品が中心。主力は真空吸入器。輸液ポンプなどの注入器や、無菌水製造装置も展開。

																												54,987





グローバル成長

				売上　億円 ウリアゲ オクエン				差分 サブン				施策 シサク

				2010年 ネン		2018年 ネン		Δ		成長率 セイチョウリツ		M&A件数 ケンスウ		概要 ガイヨウ

		オリンパス		2759		5254		2495		190%

		テルモ		1511		4110		2599		272%

		HOYA		1271		2442		1171		192%

		ニプロ		722		1395		673		193%

		シスメックス		862		2494		1632		289%

		日本光電		203		486		283		239%

		旭化成		126		1949		1823		1545%

		オムロン		337		888		551		263%

		島津製作所		226		289		63		128%

		東レ		14		121		107		864%

		JMS		123		208		85		169%

		ナカニシ		159		253		93		158%

		朝日インテック		51		385		334		748%

		松風		36		105		69		290%

		エー・アンド・デイ		97		133		36		137%

		マニー		63		158		94		249%

		クリエートメディック		7		27		20		396%

		日本エム・ディ・エム		5		66		60		1223%

		富士フイルムHD 

		キャノン

		日立＋日立ハイテク ヒタチ ヒタチ

		コニカミノルタ

		ニコン

		JSR

		全体 ゼンタイ		15026		35444		20418		236%





23社

		企業名		連結（億円）
2010 オクエン		国内（億円）
2010 オクエン		海外（億円）
2010 オクエン		連結（億円）
2011 オクエン		国内（億円）
2011 オクエン		海外（億円）
2011 オクエン		連結（億円）
2012 オクエン		国内（億円）
2012 オクエン		海外（億円）
2012 オクエン		連結（億円）
2013 オクエン		国内（億円）
2013 オクエン		海外（億円）
2013 オクエン		連結（億円）
2014 オクエン		国内（億円）
2014 オクエン		海外（億円）
2014 オクエン		連結（億円）
2015 オクエン		国内（億円）
2015 オクエン		海外（億円）
2015 オクエン		連結（億円）
2016 オクエン		国内（億円）
2016 オクエン		海外（億円）
2016 オクエン		連結（億円）
2017 オクエン		国内（億円）
2017 オクエン		海外（億円）
2017 オクエン		連結（億円）
2018 オクエン		国内（億円）
2018 オクエン		海外（億円）
2018 オクエン		連結CAGR		国内CAGR		海外CAGR												企業名		国内売上
CAGR
2010-2018 ウリアゲ		海外売上
CAGR
2010-2018 ウリアゲ		2018年
連結売上
（億円） ネン ウリアゲ オクエン

		オリンパス		3553		794		2759		3492		804		2688		3947		895		3052		4923		1059		3864		5583		1059		4524		6089		1094		4995		5753		1095		4658		6163		1122		5042		6343		1089		5254		7.51%		4.03%		8.38%												オリンパス		4.03%		8.38%		6343

		テルモ		3282		1771		1511		3867		1905		1962		4023		1859		2164		4674		1890		2784		4895		1831		3064		5250		1872		3378		5142		1870		3271		5878		1887		3991		5995		1885		4110		7.82%		0.78%		13.33%												テルモ		0.78%		13.33%		5995

		HOYA		2030		759		1271		1929		742		1187		2090		769		1321		2655		892		1763		3067		910		2157		3226		984		2242		3144		994		2151		3528		1229		2300		3734		1292		2442		7.92%		6.88%		8.51%												HOYA		6.88%		8.51%		3734

		ニプロ		1328		606		722		1451		632		819		1675		662		1013		2214		1287		927		2378		1332		1045		2722		1365		1350		2622		1482		1136		3001		1717		1285		3273		1878		1395		11.93%		15.19%		8.59%												ニプロ		15.19%		8.59%		3273						・売上の半分以上を海外売上が占める（2018年） ウリアゲ ハンブンイジョウ カイガイ ウリアゲ シ ネン

		シスメックス		1247		385		862		1347		397		950		1456		402		1054		1845		418		1428		2214		434		1780		2532		398		2133		2499		435		2064		2819		451		2368		2935		441		2494		11.29%		1.71%		14.21%												シスメックス		1.71%		14.21%		2935						・海外売上のCAGRが8%以上 カイガイ ウリアゲ イジョウ

		日本光電		1134		930		203		1207		997		210		1325		1102		223		1532		1205		327		1608		1225		383		1655		1220		435		1663		1248		415		1742		1281		462		1788		1302		486		5.86%		4.30%		11.51%												日本光電		4.30%		11.51%		1788

		旭化成		551		425		126		572		435		137		1099		456		643		1443		501		942		1765		502		1263		2091		438		1653		2023		484		1539		2962		951		2011		3162		929		2233		24.41%		10.27%		43.21%		＊途中で事業構造変更しており除外 トチュウ ジギョウコウゾウ ヘンコウ ジョガイ										旭化成		10.27%		43.21%		3162

		オムロン		606		269		337		624		272		352		715		295		420		893		308		585		1006		314		692		1081		311		770		1013		289		723		1085		260		825		1157		269		888		8.41%		0.00%		12.87%												オムロン		0.00%		12.87%		1157

		島津製作所		495		269		226		506		276		230		551		304		247		628		343		285		594		310		284		646		330		316		644		373		271		659		363		297		691		402		289		4.26%		5.15%		3.10%												島津製作所		5.15%		3.10%		691

		東レ		524		510		14		556		542		14		566		555		11		582		540		42		570		516		54		558		482		76		542		420		122		538		405		122		537		416		121		0.31%		-2.51%		30.94%												東レ		-2.51%		30.94%		537

		JMS		456		332		123		468		344		124		491		354		137		539		368		170		554		362		192		576		372		204		556		380		176		565		380		185		581		373		208		3.08%		1.47%		6.75%												JMS		1.47%		6.75%		581

		川澄化学工業		321		239		82		303		237		66		278		218		60		276		212		64		284		202		82		281		199		82		247		174		73		254		179		75		241		162		79		-3.52%		-4.74%		-0.51%												川澄化学工業		-4.74%		-0.51%		241

		堀場製作所		225		47		178		234		54		180		224		52		172		268		54		215		270		52		218		274		60		214		265		58		205		0		0		0		0		0		0		2.76%		3.57%		2.41%		＊2016年以降は情報を非開示なので除外 ネン イコウ ジョウホウ ヒカイジ ジョガイ										堀場製作所		3.57%		2.41%		265

		ナカニシ		193		33		159		192		41		151		185		41		144		229		44		185		265		51		214		276		50		226		276		51		224		297		57		240		314		62		253		6.28%		8.09%		5.91%												ナカニシ		8.09%		5.91%		314

		朝日インテック		123		72		51		128		77		51		121		75		46		171		93		77		219		110		109		276		128		148		311		140		171		501		213		288		572		187		385		21.18%		12.67%		28.59%												朝日インテック		12.67%		28.59%		572

		松風		141		105		36		143		106		37		147		105		42		164		115		49		179		121		58		210		121		89		203		119		84		214		121		93		224		119		105		5.94%		1.61%		14.24%												松風		1.61%		14.24%		224

		エー・アンド・デイ		135		38		97		130		35		95		144		41		103		161		42		119		152		40		112		143		42		101		159		53		105		174		50		125		184		51		133		3.99%		3.64%		4.06%												エー・アンド・デイ		3.64%		4.06%		184

		メディキット		138		126		12		141		128		14		140		128		12		145		132		13		149		134		14		157		143		15		169		152		17		174		156		18		185		166		19		3.75%		3.57%		5.53%												メディキット		3.57%		5.53%		185

		マニー		94		31		63		95		33		61		97		33		64		93		35		58		114		38		76		138		41		86		166		42		112		201		44		157		201		44		158		9.90%		4.33%		12.05%												マニー		4.33%		12.05%		201

		クリエートメディック		91		84		7		93		84		9		93		83		11		99		84		15		99		81		18		97		80		17		100		80		20		104		80		24		108		81		27		2.17%		-0.48%		18.79%												クリエートメディック		-0.48%		18.79%		108

		テクノメディカ		74		66		8		77		69		8		81		74		8		89		83		7		91		82		9		90		82		8		85		76		9		87		78		8		93		83		10		2.86%		2.79%		3.41%												テクノメディカ		2.79%		3.41%		93

		日本エム・ディ・エム		34		28		5		33		27		6		49		38		11		70		50		21		95		65		30		111		74		37		136		91		46		148		96		53		167		102		66		22.16%		17.48%		36.74%												日本エム・ディ・エム		17.48%		36.74%		167.2

		プレシジョンシステムサイエンス		56		5		52		31		5		27		35		8		27		40		12		28		39		8		32		51		9		43		45		10		35		36		9		27		44		10		34		-3.11%		8.78%		-5.14%												プレシジョンシステムサイエンス		8.78%		-5.14%		43.8

		合計 ゴウケイ		16832		7924		8906		17622		8242		9378		19533		8549		10984		23733		9767		13967		26191		9780		16410		28533		9896		18618		27761		10115		17627		31133		11128		19995		32529		11341		21188

						47.1%		52.9%				46.8%		53.2%				43.8%		56.2%				41.2%		58.9%				37.3%		62.7%				34.7%		65.3%				36.4%		63.5%				35.7%		64.2%				34.9%		65.1%





有価証券報告書のメモ

		http://www.kabupro.jp/		2010年-2012年 ネン ネン		2013年-2015年 ネン ネン		2016年-2018年 ネン ネン		メモ

		オリンパス		2011（2010）
・国内はスコープやビデオプロセッサーが好調
・海外ではハイビジョン対応スコープのラインアップの拡充により欧米で伸び、中国の売上拡大
・低侵襲の腹腔鏡下手術用機器が堅調、ディスポガイドワイヤーが好調
2012＜問題発生後？＞（2011）
・早期診断・低侵襲治療における高付加価値提供の取り組みは市場ニーズと合致（レビュー）
・消化器内市場事業の更なる基盤強化
・外科事業の飛躍的成長の実現
・新興国市場での販売強化
2013（2012）
・消化器分野：新製品を全世界に投入、収益拡大に貢献
・外科分野：新製品投入、ソニーと業務提携（JV設立）
・経営資源の投入：主要生産拠点の生産能力増強		2014
・消化器内視鏡の盤石な基盤
・エネルギービジネスの確率＞
　・セールスフォースの更なる強化（①セールス要員の継続的な増強②専任舞台による集中購買組織への対応③国内の成功事例をグローバルに水平展開）
　・先端技術を活用したラインナップの拡充
・外科分野各領域の戦略推進
　・耳鼻咽喉科領域への拡大
　・泌尿器科領域におけるバイポーラTUR拡販の推進
・新事業領域の開拓
2015
・高成長領域（外科、泌尿器科、婦人科、耳鼻科、新事業）へ経営資源を再配分
・医療次号と親和性の高い分野（整形外科領域・再生医療領域等）のインキュベーション
2016
・海外ビジネスが好調で全地域で増収
・全地域でプラス成長
 消化器内視鏡事業の安定した成長と収益基盤の強化
 外科事業の売上拡大と収益性向上		 2017（2016）
・検討に成長を維持
・アジア・オセアニア地域では2桁成長を継続（新興国構成比の高まり）
・早期診断・低侵襲治療を軸に持続的成長を促進

2018（2017）
外科分野では4K外科内視鏡システムによる他社アカウントからのコンバージョンが順調に進捗
処置具分野は計画に沿って拡大(特にERCP分野の販促を強化)
2桁成長を継続するエネルギーデバイス「THUNDERBEAT」の生産増強と効率化を目指して、北米での開発・製造体制を構築
アジア・オセアニア地域は全分野で好調に推移、2年連続で2桁成長を達成
新興国市場のさらなる拡大に向けて、トレーニング/サービスセンターをタイ、ドバイに設立
2017年6月に買収したISM社との連携により、最大市場である北米において複数の大型IDNとの新規商談の獲得が大きく進捗
欧米を中心に、修理インフラの強化も順調に進捗

2019（2018）
・中国を中心とした新興国の成長に加え、外科分野・処置具分野が堅調に推移することにより増収		アジアを中心とした新興国向けの市場開拓
高成長分野へのリソースの集中投下
新規事業への進出
国内企業とのシナジー（テルモやソニー） チュウシン シンコウコク ム シジョウカイタク コウセイチョウブンヤ シュウチュウ トウカ シンキジギョウ シンシュツ コクナイキギョウ		＜中期ビジョン＞
・消化器分野の更なる基盤強化（①好調な新製品販売を強化し更なる事業規模拡大②NBIを活用した早期診断の標準化③気管支領域における肺がん確定診断手技普及）
・外科分野の飛躍的成長の実現（①イメージング領域は低侵襲手技に注力した差別化製品の充実②エネルギー領域はラインナップ拡充とシェア獲得により外科の柱へ）
・新興国市場での販売強化（①トレーニングセンター構築を加速し市場拡大②新興国向け新製品＜普及価格モデル＞の確実な投入）

		テルモ		2010 <96>
心臓血管：国内は血管内超音波診断カテやオリンパスと共同開発したガイドワイヤーが順調に売上を伸長。海外では、欧州・中南米・アジアその他の地域で新製品が順調に売上を伸ばし、米州ではTRIの普及によりカテ商品群が順調に推移し売上を牽引
ホスピタル：国内は慢性期市場において主力商品である栄養食品や輸液ラインが好調に推移し血糖測定器の新商品が好調で売上を伸長。海外では中南米の輸液ライン等が好調に推移し売上伸長。
血液システム：国内では血液バッグや成分採血システム商品が好調に推移し売上伸長、海外では欧州で血液自動製剤システムが売上を伸ばす。
ヘルスケア：国内では新型インフルエンザ流行による電子体温計需要増の反動を受け、活動量計や上腕式電子血圧計などの新商品が出たが、厳しい市場環境のもと予想を大幅に下回る。

2011 <97>
心臓血管：国内では新製品の売上好調に推移し、血管内超音波診断カテも好調に売上が伸長、海外でも新製品は欧州・アジア・中南米地域で順調に売上伸長し、米州においてはTRIの普及拡大に伴いカテ商品群が順調に売上を伸長し、増収。
ホスピタル：震災の影響により一時的に売上減少の輸液剤が回復したが、慢性期市場向け商品の受託ビジネスも引き続き好調に推移したが減収。海外ではアジア中南米が堅調に推移したが為替の影響を受けた。
血液システム：国内では震災の影響を受けた血液バックの売上が回復し増収、海外ではアフェレシス治療商品群が好調に推移し、欧州では血液自動製剤システムが好調に売上を伸ばし増収。
ヘルスケア：国内では震災による消費の低迷を受け減収。

2012 <98>
心臓血管：国内ではカテ製品群が公定価の影響を大きく受け減収、競合3社の新製品導入によりステントも大幅減収。海外は全ての地域でカテ事業が好調に推移、特に北米はTRIの普及拡大により二桁伸長が継続し、症例数の拡大が続く中国でも伸長。
ホスピタル：国内では薬価引き上げによる輸液剤、栄養食品、ドラッグ&デバイス事業における受託ビジネスや造影剤が堅調に推移し増収、海外では中国・アジアにおいて売上が伸びたが米州・欧州では減収。
血液システム：国内では成分採血装置の売上シェアを大きく伸びたが、需要調整の影響を受け、減収。海外では北米の景気後退による輸液需要低下の影響はあるが、治療アフェレシスが引き続き好調に売上を伸ばし、増収。





		2013 <99>
心臓血管：国内ではカテ製品群の治療領域ごとに品種拡充をしたことで増収、海外ではカテ事業が好調に推移し、北米ではTRI製品の普及・拡大が続いた。またニューロバスキューラ事業はステンドなどの新製品がグローバルに売上を伸長
ホスピタル：国内では輸液システムの新製品立ち上げの遅延による売上・収益悪化、プレフィルシリンジ。血糖測定システムが引き続き拡大し増収、海外ではアジア各国で売上を伸長
血液システム：国内では競争環境が厳しくなったが全血採血関連及び成分採血システムを伸ばし増収、海外では欧米での血液使用適正化による需要影響があったものの、欧州で血液自動製剤システムの新製品が売上を伸ばし、新興国でも成分採血システムが引き続き拡大
2014 <100>
心臓血管：国内ではニューロバスキューラ事業が売上拡大したが、公定価改定により減収。海外ではIS事業で注力しているTRI関連製品が引き続き欧米やアジアで引き続き好調で、欧州・アジアで販売開始した薬剤溶出型冠動脈関連製品も順調に拡大し、各地域で引き続き堅調。
ホスピタル：国内では消費税引き上げ、公定価改定や高齢者自己負担増加により、減収。海外では製薬企業旨B2Bビジネスの拡大などにより微増
血液システム：国内では献血数の減少による需要変動の盈虚もあり減収。一方で海外ではアフェレシス治療の増収に加え、新興国で全採血関連、成分採血システムが好調。
2015 <101>
心臓血管：TIS事業は日本で新製品を販売し、前期に販売開始した欧州・中南米・アジアを含め各地域で売上が好調に推移、米国ではTRI関連製品の販売が好調に推移し、中国を中心にアジアも伸長。ニューロバスキューラ事業も米国及び中国を中心にアジアでの売上を伸ばし、増収
ホスピタル：日本では閉鎖式輸血システムや腹膜透析、糖尿病向け製品が伸長し増収。海外ではアジアで輸液ポンプなどの売上が堅調に推移したが、欧州及び中南米を中心に低収益事業の縮小により事業ポートフォリオの見直しを進め収益性を改善。
血液システム：日本では献血数の減少傾向が続き、採血時に使用される関連製品の需要に影響があり、減収。海外では米国で当初計画よりずれ込んだ新価格移行が完了し、血液センター向けの製品で売上鈍化、アフェレシス治療及び細胞処理の売上が拡大し、新興国を中心に血液センター向け製品の販売も堅調に推移		2016
心臓血管：日本ではTIS事業におけるアクセスデバイスの販売やニューロバスキューラ事業が好調に推移したが、公定価格の影響などで減収。海外ではTIS事業でアクセスデバイスなどの販売が好調で推移し、ニューロバスキューラ事業の売上も為替の影響を除くと二桁伸長、更に買収した止血デバイス事業の売上も寄与し増収。
ホスピタル：日本では、閉鎖式輸液システム等の植木ラインや疼痛緩和、腹膜透析向け製品の販売が堅調に推移したが、薬価改定や造影剤の販売移管の影響により減収。基盤医療機器事業で欧州・中南米の低収益事業の縮小と為替の影響により減収。
血液システム：日本では血液センタ向けの成分採血システムの販売が堅調に推移し、増収。海外では米国の血液センタ向け製品における価格改定の影響に加え、各地域で為替の影響を受け減収
2017
心臓血管：日本ではTIS事業でアクセスデバイスや超音波画像診断装置、血管内超音波糧等が好調に推移し増収、海外はTUS事業でアクセスデバイスの販売が好調に推移したがハリケーンの影響で一部商品は生産中止。ニューロバスキュラー事業は好調に推移し、海外は二桁増収
ホスピタル：日本では、治療の安全性向上や業務効率化への貢献が期待される輸液システム、痛み緩和を目的とした鎮痛剤、癒着防止材の販売が堅調、シリンジなどの汎用品や輸液剤の競争激化により減収。海外絵であ、欧州・米州で収益性の低いビジネスを見直しを継続し、収益性の高い製薬企業向けビジネスとアジアでの輸液システムの販売が好調に推移し、増収
血液システム：欧米などの先進国市場で成分採血システムの販売が、中南米・アジアなどの新興国では血液バッグの販売が堅調に推移。アフェレシス治療分野では北米や日本において新製品への買い替え需要を背景に販売がっ好調に推移し、増収
2018
心臓血管：公定価買い手に加え、出荷遅延があったが、ニューロバスキューラ事業が好調に推移し増収
ホスピタル：輸液剤や癒着防止材、閉鎖式輸液システムなどが好調に推移、製薬企業との提携ビジネスが国内外で拡大し増収
血液システム：前期は治療製品が米国で特需であったので減収したが、欧州は好調に推移し増収		欧州・新興国・アジアとアメリカでは販売している製品の展開が異なるように思われる
国内については公定価格の影響を強く受ける製品が多い
海外展開は収益性を考慮し、低収益事業は縮小している オウシュウ シンコウコク ハンバイ セイヒン テンカイ コト オモ コクナイ コウテイカカク エイキョウ ツヨ ウ セイヒン オオ カイガイ テンカイ シュウエキ セイ コウリョ テイ シュウエキ ジギョウ シュクショウ

		HOYA		2010 (73)
眼鏡レンズは出荷数量は増加したが、単価の低下が大きく、海外は増収となるも円高の影響を大きく受けた。コンタクトレンズは直営店舗における集客数の増加、高付加価値商品の販売拡大、積極的な出店による店舗数の増加と併せて販売数量が伸びた。
医療機器は、欧州では財政不安、米国での景気低迷により医療機関の買い控えが続く。新興国市場は好調に推移したが、米欧の販売比率が高い為、出荷数量が伸び悩む。眼内レンズは好調に推移

2011 (74)
眼鏡レンズは欧州を中心に出荷数量が増加し好調に推移、タイは構造で工場を停止し、また円高の影響もあり大幅減収。コンタクトレンズは直営店舗における集客数の増加、高付加価値商品の販売拡大、及び積極的な出店によ販売数量が伸び増収
医療用内視鏡は欧州で財政危機により依然低迷、米国は経済の低調さはあるが、購買の動きが活性化。新興国市場においては引き続き好調に推移し、増収

2012 (75)
眼鏡レンズは、タイの洪水の影響もあったが売上は回復傾向、複数の企業から事業譲渡により増収、コンタクトレンズは直営店舗における集客数の増加、高付加価値商品の販売拡大、積極的な出店により販売数量が伸び増収
医療用内視鏡については、ロシア・中東などの新興市場及びアジア・太平洋の市場向け販売が増加し増収。眼内レンズは軟性レンズが好調に推移したが自主回収し減収		2013 (76)
眼鏡レンズはタイの洪水影響から売上回復、セイコーエプソンより譲渡された眼鏡レンズ事業の増収、円安等や消費増税前の駆け込み需要により大幅増収。コンタクトレンズについては、専門小売店の新規出店および既存店におけるプロモーション強化により販売数量が増加し、増収。
医療用内視鏡は新製品の販売が増加し、好調に推移、ヨーロッパ主要先進国での販売は好調であったが、これまで販売を伸ばしたロシアの需要が一巡し、全体では横ばい、アジア・太平洋地域での販売は、特に中国及び東南アジアで好調に推移、北米では消化器内視鏡プロセッサ及びスコープの販売が大きく伸長

2014 (77)
眼鏡レンズについては、セイコー眼鏡レンズの販社を子会社化し増収、海外市場における販売量の増加や販売単価の上昇、円安効果により大きく増収。コンタクトレンズについては専門小売店の新規出店および既存店におけるプロモーション強化により販売拡大に努めたが、消費増税により減収
医療用内視鏡は、EUで主要国を中心とした緊縮財政並びにこれまで売上堅調に推移した中東・ロシアの政情悪化により需要減もあり減収。北米は医療費抑制や競争環境激化及び新製品上市遅延により出荷額は減少。アジア・太平洋地域では、特に中国などで好調に推移。白内障用眼内レンズは日本、海外市場向けに順次販売再開。

2015 (78)
眼鏡レンズは、国内市場では市場の縮小に伴って売上収益も伸び悩み、海外市場においては新規顧客開拓や新規市場参入等の施策が奏功し売上収益の増加。コンタクトレンズは、専門小売店の新規出店及び既存店におけるプロモーション強化の継続し大幅増収
医療用内視鏡は、北米・欧州、日本においては競争環境激化及び新製品上市の遅延が続き売上収益減少、アジア・太平洋州は中国だけでなく、アセアン諸国、南アジア、オセアニアにおいて販売が伸び増収。白内障用眼内レンズは日本においては自主回収以降は販売を再開し、新製品の順調に立ち上がり、全体で売上収益は伸長		2016 (79)
眼鏡レンズについては日本市場では小売市場縮小の影響を受け、売上も伸び悩み、海外市場においては米州にて強い成長を継続し、欧州・アジアにおいても安定的に伸長したが、円高の影響により減収。コンタクトレンズについては専門小売店への新規出店及び既存店におけるプロモーション強化に継続して取り組み、増収。
医療用内視鏡は、米州において売上高が改善し増収に転じた。欧州・アジアにおいても新製品の貢献と販売力の強化により売上が伸長したが、円高影響により全体としては減収。白内障用眼内レンズは、日本医おいては新製品の販売が引き続き好調に推移し、海外においても直販及び代理店向け販売がともに堅調し大きく増収

2017 (80)
眼鏡レンズは日本では小売市場の縮小傾向が継続するがシェア拡大により売上を維持、海外市場においてはアジアの市場成長をしっかり取り込め、米州においては既存事業の堅調な伸長に加え、3Mの度付き保護レンズ事業および企業買収効果により大きく伸長。コンタクトは専門小売店の新規出店、既存店強化による新規顧客の拡大により増収
医療用内視鏡いついては、アジア中心に海外市場における販売力の強化により増収、白内障用眼内レンズは日本市場において新製品の販売が引き続き好調に推移し、海外でも直販及び代理店向けの販売がともに堅調に伸長

2018 (81)
眼鏡レンズは米州において既存事業の成長に加え買収効果により伸長、コンタクトレンズは専門小売への新規出店や既存店強化による新規顧客角田により増収
医療用内視鏡は、新製品投入や販売体制強化により欧米で堅調に推移、白内障用眼内レンズは日本において堅調に推移、海外においても競争力の高い製品が増収		特に目立つ製品を展開している感じではない
国内は販売で専門代理店を活用するように方針を変更した？
 トク メダ セイヒン テンカイ カン コクナイ ハンバイ センモンダイリテン カツヨウ ホウシン ヘンコウ

		シスメックス		2010
【日本】血球計数検査において試薬売上が伸長し、また新型インフルエンザの流行により検査キットがの売上伸長
【米州】米国では直販・サービス体制の強化に注力し、ソリューション提案により売上伸長。中南米での売上減少と円高による影響はあったが微増
【EMEA】代理店買収による直販・サービス体制への移行による売上増、フランス・イギリス等の売上伸長により、円高の影響はあったが、血球計数検査を中心に売上好調に推移。
【中国】血球計数検査における上位機種を中心に機器及び試薬の売上が大幅に伸長、円高の影響もあったが増収
【アジア・パシフィック】東南アジア等の売上が好調に推移し、試薬を中心に売上が大幅に伸長し、円高の影響はあったが、増収
2011
【日本】主力の血球計数検査が堅調に推移、またソリューション提案を引き続き推進し大型案件の受注により売上増
【米州】米国では直販・サービス体制の強化に注力し、顧客の要望を満たすソリューション提案が浸透し売上伸長。景気交代の中南米において売上は回復し、円高の影響はあったが、増収
【EMEA】直販・サービス活動の充実に加え、イギリス及びフランスではソリューション提案により血球計数検査を中心に売上が好調。円高の影響で売上は微減
【中国】血球計数検査・血液凝固検査・尿検査において売上が大幅に伸長
【アジア・パシフィック】インド・インドネシアでの継続的な成長、マレーシアにおけるシステム製品の大型案件の受注により、血球計数検査を中心に売上が大幅に伸長
2012
【日本】ソリューション提案を引き続き推進したことによる大型案件の受注増加等により、血球計数検査を中心に販売が堅調
【米州】米国で直販・サービス体制の強化に注力し、顧客要望を満たすソリューション提案が浸透し販売が好調に推移、中南米においても入札案件を中心に販売が好調に推移し、円高による影響があったが増収
【EMEA】直販・サービス活動の充実に加え、ソリューション提案により血球計数検査を中心に販売が堅調に推移
【中国】血球計数検査・血液凝固検査・尿検査において機器及び試薬の売上増に加え、生化学検査の機器販売が伸長
【アジア・パシフィック】インドにおいて血球計数検査を中心に売上が大幅に伸長、インドネシアやオーストラリアにおいても販売が堅調に推移		2013
【日本】ソリューション提案を引き続き推進したことで、血球計数検査を中心に大型案件の受注が堅調に推移
【米州】米国では買い控えが一部影響したが、設置台数増加に伴う試薬やサービス売上の伸長により増収、中南米においてもブラジルを中心に売上増
【EMEA】欧州債務危機による緊縮政策の影響が一部であったが、新製品の販売や直販・サービス活動の強化、中東やアフリカ等新興国での販売拡大により、血球計数検査を中心に売上が好調に推移
【中国】市場での販売停滞の影響が一部で見られが、新製品の販売開始もあり、血球計数検査、血液凝固検査において機器および試薬の売上が大幅伸長
【アジア・パシフィック】インドでは代理店契約更新の遅延による営業で減収となったが、フィリピンやタイにおける直販化進展や設置台数増加に伴う試薬売上伸長
2014
【日本】ソリューション提案を引き続き推進し、血液凝固検査、尿検査を中心に伸長。
【米州】米国では機器の売上伸長に加え、機器設置台数の増加に伴い試薬やサービスの売上伸長。中南米において販売拡大により増収
【EMEA】ドイツおよびフランスにおける販売伸長や、ロシア及び新興国での販売拡大、スペインにおける入札案件の獲得により血球計数検査を中心に売上好調
【中国】市場での販売停滞の影響が一部あったが、血球計数検査、尿検査、血液凝固検査において試薬売上が伸長。
【アジア・パシフィック】韓国の販売代理店の子会社化や、直販化・サービス活動の強化により販売伸長、機器設置台数の増加に伴う試薬売上の伸長
2015
【日本】医療機関の設備投資抑制効果により検体検査機器の売上は減少したが、機器設置台数増分により検体検査・血液凝固・免疫検査の試薬売上が伸長した。
【米州】米国では血球計数検査を中心に機器売上が伸長し、機器設置台数増分により試薬及びサービスの売上が伸長し、増収。中南米においては政府案件の獲得やコロンビアにおける販売伸長により増収。
【EMEA】イギリス・フランス・ドイツで売上が伸長し、直販・サービス活動の会誌によりトルコでの販売が伸長に加え、中東地域およびアフリカにおいて販売拡大により血球計数検査及び血液凝固検査を中心に売上伸長
【中国】市場での販売太太の影響は一部継続、血球検査の販売が伸長し、免疫検査装置の市場導入により機器販売が拡大した。機器設置台数の増加により試薬売上が堅調に推移。
【アジア・パシフィック】東南アジアでは直販・サービス活動の強化により血球計数検査の売上伸長。インドにおける血球計数検査の販売伸長や検査センター向け入札案件を獲得したオーストラリアが増収、韓国では血球計数検査の売上拡大。
		2016
【日本】：免疫検査を中心に試薬売上が伸長したが、医療機関の設備投資抑制傾向により機器売上が減少
【米州】：米国で血球計数検査分野を中心に機器売上が増加し、機器増加に伴い試薬やサービス売上が伸長により増収、中南米はメキシコの政府案件を獲得し、血球計数検査及び血液凝固検査で増収
【EMEA】：イタリア、スペインで売上増、ポーランドや大手検査センター向け案件をロシアで獲得し販売伸長、中東・アフリカも増収
【中国】：血球計数検査が伸長し、血液凝固検査の機器販売が伸長に加え、増加に伴う試薬の売上伸長。また免疫検査の売上拡大。
【アジア・パシフィック】：血球計数検査を中心にインドネシア、ベトナム、フィリピンでの売上伸長に加え、インド、バングラディシュ、韓国も増収
2017
【日本】：血球計数検査の売上増、血液凝固検査及び免疫検査の試薬売上が伸長
【米州】：米国は機器販売が好調により、血球計数検査は増収。中南米はメキシコで政府案件の獲得があったが、血液凝固検査・尿検査の販売が振るわず減収。全体で円高の影響もあり、微増。
【EMEA】：ドイツ・フランスで血球計数検査を中心に販売伸長、東欧・中東・アフリカも増収
【中国】：血球計数検査及び免疫検査において設置台数増加に伴う試薬の売上伸長
【アジア・パシフィック】：オールとラリアにて大手検査センター向けの機器販売が伸長、インドネシアとベトナムで機器設置台数増加に伴う試薬売上が伸長し、血球計数検査で増収。血液凝固検査も増収となったほか、免疫検査分野ではインドネシアの機器販売が伸長
2018
【日本】：血球計数検査で機器と試薬の売上が伸長、ライフサイエンス及び免疫検査の試薬売上が伸長
【米州】：血球計数検査及び血液凝固検査で機器売上が減少したが、機器設置台数増加に伴う試薬の売上が伸長により増収、中南米においても血球計数及び血液凝固検査の売上が伸長し、増収
【EMEA】：血球計数検査及び血液凝固検査で機器売上が減少したが、機器設置台数増加に伴う試薬の売上が伸長により増収、ライフサイエンスにおいても試薬の売上伸長により増収
【中国】：血球計数検査及び血液凝固検査で機器の売上は減少したが血球計数検査・血液凝固検査・免疫検査の試薬売上増により増収
【アジア・パシフィック】：東南アジアでは血球計数検査の売上伸長、南アジアでは血球計数検査及び血液凝固検査の売上拡大、韓国・台湾も売上伸長		販売体制を直販化し、サービスまでフォロー
全世界展開であり、あまり円高などの話は後半からでない？
医療機器の売上は不振でも、試薬やサービスで利益がアドオンされる構成となっている ハンバイ タイセイ チョクハンカ ゼンセカイ テンカイ エンダカ ハナシ コウハン イリョウキキ ウリアゲ フシン シヤク リエキ コウセイ

		オムロン		2010
国内においては、新型インフルエンザなどの影響で電子体温計の需要が大きく買う題したが、病院・開業医における設備投資抑制・延期が続く医療機関向け機器の需要は落ち込む。海外においては中国の地方都市における健康管理意識の高まりなど、アジアでの需要が好調に推移する一方、北米・欧州では景気悪化の影響が継続し需要は低調に推移

2011
国内においては、病院向け医療機器は生体情報モニタの新商品投入などが奏功し売上は堅調に推移、家庭向け健康機器は血圧計や体重体組成計などにおける顧客の低価格志向や、猛暑による来店客数減少の影響を受け、大きく減少
海外においては、中国での急激な物価高騰による消費鈍化の傾向がみられた一方、新興国であるロシア・中東・東南アジア・中南米を中心に健康管理意識の高まりによる健康機器商品への需要は高く推移。

2012
国内においては、家庭向け健康機器で東日本大震災の影響が減少し、主力商品である血圧計・体温計の販売が好調に推移、さらに新商品の販売により新たな需要喚起も寄与し、好調に推移。医療機関向け機器も基幹病院の投資姿勢にやや回復傾向がみられ堅調に推移。
海外においては、南欧・東欧市場の需要は依然として低迷しているが、ロシア・中国・東南アジアなどの新興国における健康機器商品への需要増加が継続し、総じて好調に推移。		2013
日本においては、家庭向け健康機器については主力の血圧計・体温計の販売が好調に推移、新商品（体重体組成計・上腕式血圧計・歩行姿勢計・活動量計・眠り時間計・マッサージ機・低周波治療器）の販売による新たな需要喚起も寄与・医療機関向け機器については堅調に推移。海外においてはロシア経済の低迷や、東南アジアの一部の国での政情不安の影響を受けたが、他の新興国における健康機器商品の需要増加が継続し、極めて好調に推移。先進国においても血圧計の販売増加が奏功し、好調に推移

2014
日本においては、家庭向け健康医療機器においては、マッサージャー等の新商品投入や注力商品の店頭販促強化により堅調に推移し、医療機関向け機器においては消費増税や診療報酬減の影響により需要が低迷。海外においては、米州では低周波治療器など新商品の投入により堅調に推移、欧州ではロシア経済の失速やウクライナ政情不安により需要は低調に推移、中国・インドをはじめとするアジア圏の新興国では健康医療機器の需要増加が継続し好調に推移。円安効果もあり、売上は大きく増加。

2015
日本においては、家庭向けの健康医療機器については、都市部での海外観光客の需要取り込みに加え、血圧計などの新商品やマッサージャーなどの店頭販促強化により堅調に推移、医療機関向け機器については需要低迷。海外においては、米州でブラジルで買収した会社との統合効果等により、南米でネブライザーを中心に需要が大きく増加。欧州ではロシアおよび周辺国での景気低迷により需要は低調に推移、中国やアジア諸国では、健康医療機器の需要増加が継続し、好調に推移。為替の影響もあり海外売上は増加。		2016
日本においては、家庭向け健康医療機器については、オンライン向け商品が市場の拡大により販売が好調であり、郊外の大型家電量販店の需要が低調。医療機関向け機器については、子会社の株式譲渡で売上減少。海外においては、米州ではブラジルでの血圧計販売が好調に推移、欧州ではロシアの血圧新商品のが販売に加え、その他の国での取扱店拡大により販売は好調に推移、中華圏では薬局などの店頭販売が低調に推移したものの、オンライン市場は引き続き拡大した。アジアでは需要が好調に推移したが、円高によりマイナスに影響した。
2017
日本においては、家庭向け健康医療機器については、オンラインチャネルの販促強化により血圧計と低周波治療器の販売が好調に推移。海外においては、米州では米国でのオンラインチャネルでの販促活動および南米における取扱店拡大により、血圧計・ネブライザーの版買いが好調に推移し、欧州ではロシアでの血圧計の販売が好調に推移。中華圏ではオンラインチャネルでの血圧計・ネブライザーの販売が好調に推移し、アジアではインドネシア等での取扱店拡大により血圧計の販売が好調に推移
主な開発テーマは、循環器事業は常時血圧測定が可能な腕時計型血圧計の開発、呼吸器事業は小児喘息患者の発作兆候を検知する喘鳴測定器の開発、ペインマネジメント事業はこれまでにない新たな疼痛緩和技術を搭載した低周波治療器の開発。
2018
グローバルで血圧計の需要が堅調に推移、中国・日本・米州を中心医オン来チャネルでの販促強化等により売上好調。
主な開発テーマは、循環器事業は血圧と神殿の同時測定可能な機器の開発、呼吸器事業は小児喘息患者の発作兆候を検知する喘鳴測定器の開発、ペインマネジメント事業はこれまでにない新たな疼痛緩和技術を搭載した低周波治療器の開発。		医療機関向けの医療機器を売却し、家庭向け健康機器に集中
新興国は健康管理に対する意識が向上し、それに合わせた需要増加
近年は販売体制をオンラインチャネル化することで、取り扱う製品によっては直販や代理店販売よりもはるかに有効 チョクハン ダイリテン ハンバイ

		朝日インテック アサヒ		2010
売上の大部分をしめる自社ブランドの治療用カテーテルは国内を中心に順調に推移。医療償還価格の引き下げによる栄養は数量増加によりカバーし、好調に推移。非循環器系の脳血管系領域や末梢血管系領域の製品群も好調に推移。

2011
主力製品の国内における直販切替により収益改善、欧州市場では販売代理店切替（大手販売代理店⇒現地密着型の複数の代理店）により売上数量の大幅増による増収。タイ洪水・医療償還価格改定・欧米の通貨安により売上減少

2012
国内市場は医療償還価格の下落による影響はあるが、主力品の国内直販化により収益改善、末梢血管用ガイドワイヤーの拡大や脳血管用カテーテル分野への進出開始により売上は大幅増。収益拡大を目的に非循環器系も直販化に切替中であり、販売好調。海外市場においては、欧州・中近東・米国・中国アジア市場など全市場において好調に推移し、米国・欧州通貨高の影響も後押しし、売上は大きく増加。		2013
国内・海外市場とも需要が堅調で好調に推移。国内市場は医療償還価格改定の影響や直販化に伴い一時的な売上減だが、循環器系及び非循環器系分野ともに売上増。非循環器系分野において腹部及び脳血管系ガイドワイヤーを直販に切り替えた効果で売上増。海外市場は全地域で需要が増加に加え、欧米通貨高が後押しとなり、好調に推移。

2014
国内・海外市場とも需要が堅調で好調に推移。国内市場は医療償還価格変更による影響はあったが、循環器系及び非循環器系分野ともに売上増。末梢血管系製品は直販に切り替えと新製品投入により売上増。海外市場は全地域で需要が増加し、米国通貨高が後押しとなり好調に推移。PTCAガイドワイヤーは特に欧州・中近東市場シェアが継続的に拡大し、米国・中国アジア市場においても需要が増加。貫通カテーテルは米国・欧州・中近東・中国アジア市場お全てにおいて売上増

2015
国内・海外市場とも需要が堅調で好調に推移。国内・海外市場とも循環器系及び非循環器系分野ともに売上増。中国市場は販売戦略を見直し一時的にマイナスが発生、米国市場は直販を開始し売上は増加傾向		2016
国内・海外市場とも需要は堅調であり順調に推移。国内市場は、循環器系領域の新製品を中心に大きく伸長し増加。海外市場においては為替の影響を受けたが、循環器系領域の取引が好調であり、売上増。中国市場の循環器領域の製品は複数代理店販売に戦略変更し、受注数量が大幅に増加し、順調に推移

2017
国内・海外市場とも需要は堅調、国内市場においては直販の循環器系領域製品群が好調、海外市場においては循環器系領域のPTCAガイドワイヤーや貫通カテーテルが、全地域において増加傾向。そのうち米国・欧州・中近東・中国市場においては末端需要の増加に伴うものに加え、特需などとの一時的増加あり

2018
国内市場は医療償還価格の下落によりマイナス、海外市場の需要が強く順調に推移。国内市場は循環器系領域や脳血管系製品群の数量が増加し、シェア向上。海外市場は循環器系領域が、中国・欧州・中近東・アジア地域で需要が増加傾向にあり順調に推移。堅調な理由の一つとして中国市場を中心に特需などの一時的要因が含まれる。米国市場においては代理店販売から直販体制に移行し、好調に推移。脳血管系製品群は、大手医療機器メーカーと米国市場における独占販売契約を締結し、増加傾向		取り扱う製品がもともと需要がある
コアテクノロジーを中心に循環器系領域から非循環器系（腹部系・末梢系・脳血管系）領域へと拡大？
・販売戦略が優れていそう（OEM、代理店販売から直販へ移行する流れ）
特に海外の販売も代理店の切替（大手から複数の現地密着へ）により数量を確保しシェアを拡大
 ト アツカ セイヒン ジュヨウ チュウシン ジュンカンキケイ リョウイキ ヒジュンカンキケイ フクブ ケイ マッショウケイ ノウケッカンケイ リョウイキ カクダイ ハンバイセンリャク スグ ダイリテンハンバイ チョクハン イコウ ナガ トク カイガイ		当社技術のコアテクノロジーの詳細は、次のとおりであります。
① 伸線技術
自社加工によるダイヤモンドダイスを用いて、ステンレス・プラチナ・チタン等の合金線を、目的に応じた硬度・線径の極細線(ワイヤー)に仕上げる技術であります。この技術は、当社のすべての製品の素となる技術であり、この技術により高い抗張力や特殊な特性を備えた高精度の製品の開発・製造が可能となっております。
② ワイヤーフォーミング技術
伸線された極細線を、撚り合わせる、平たく圧延する、コイル状に巻く、筒状に編み込む等の技術であります。この技術は、製品構造による基本技術であり、この技術により、ミクロンレベルで様々に形成された多様な製品の開発・製造が可能となっております。
③ コーティング技術
ワイヤーロープやコイルの表面に、ナイロン・ポリエチレン等のコーティングを施す技術であります。大別して、熱可塑性樹脂を押出し成形機により製品上に被覆する技術と、ＰＴＦＥ等の高潤滑剤を製品上に被覆する技術があります。この技術により様々な機能性を付与した多層構成を持つ製品の開発・製造が可能となっております。
④ トルク技術
当社独自の加工設備と高い技術力を駆使し、ワイヤーやワイヤーロープに高度な回転追従性を持たせる技術であります。この技術により、高度な操作性を有した目標到達性の高い製品の開発・製造が可能となっております。

		マニー		2010
（サージカル関連製品）
眼科製品の輸出が回復傾向に向かいつつも低調に推移
（アイレス針関連製品）
心臓血管針の受注が好調に推移
（デンタル関連製品）
特にダイヤバーが好調に推移し、新興国市場向け売上の受注が伸びた

2011
（サージカル関連製品）
新製品とロカールだけでなく、眼科ナイフ・ステイプラーが好調
（アイレス針関連製品）
心臓血管針の受注が好調に推移
（デンタル関連製品）
最悪期から脱したものの、円高・信用収縮ならびに新興国を中心とした偽ブランド品の影響で減少

2012
（サージカル関連製品）
東日本大震災による生産遅延の影響があったが、海外需要の堅調な伸びと、新規顧客開拓の結果、眼科製品が好調に推移
（アイレス針関連製品）
前期に引き続き、心臓血管手術用針が堅調に推移したが、大口顧客の在庫調整による受注減少並びに東日本大震災による製品在庫の毀損及び生産設備の一時的な稼働停止などにより売上減
（デンタル関連製品）
世界経済低迷による歯科患者数の減少、円高、新興国市場を中心に広がる偽ブランド品の影響などにより、消耗品のリーマ・ファイル等の輸出が低調、偽ブランド品対策の一定の効果が現れ始めたダイヤバーが好調に推移		2013
（サージカル関連製品）
長引く円高及び競争激化による販売価格の下落、並びに眼科PGA針月縫合糸の回収などの影響があったが、眼科ナイフは好調に推移、欧州大口顧客向けステイプラーの販売鈍化、円高による大幅な値下げ、及び不良在庫の廃棄等によりステイプラーの売上原価率が低下
（アイレス針関連製品）
円高による値引きにより依然厳しい状況が継続するが、大口顧客の在庫調整が一巡し、心臓血管手術用針が堅調に推移、ベトナムに生産移管を推進し、原価率が向上
（デンタル関連製品）
長引く円高による受注の減少と新興国市場で広がる偽ブランド品対策の影響があったが、リーマ・ファイル等の根管治療機器の売上高が増加

2014
（サージカル関連製品）
競争激化によりステイプラーの売上が低調に推移、眼科ナイフが好調に推移、眼科PGA針縫合糸の販売再開ならびにアイド針の輸出が増加、新製品も好調に推移
（アイレス針関連製品）
競合他社に対抗する為値下げしたが、円安効果による新規顧客の獲得や既存顧客への販売数量増加に時間を要し、大口顧客も年初から在庫調整に入った
（デンタル関連製品）
円安効果は徐々に表れているものの、新興国市場における偽ブランド品対策の浸透に時間を要することから、中国及びロシアでの販売が伸び悩み、リーマ・ファイル、ピーソリーマ等の売上が低調

2015
（サージカル関連製品）
品質評価の高い眼科ナイフが国内外で好調に推移、ステイプラー及びアイド針の輸出が増加、ステイプラーの原価改善の途中
（アイレス針関連製品）
円安効果により海外顧客からの注文が増加
（デンタル関連製品）
円安効果に加え、中国市場における販売網の見直し、販促活動及び偽ブランド品対策の浸透等により、中国への売上好調、国内でのリーマ・ファイルが好調に推移		2016
（サージカル関連製品）
円安効果に上絵、品質評価の高い眼科ナイフ、アイド針の輸出が好調に推移
（アイレス針関連製品）
海外大口顧客からの受注が低調、中国等その他顧客への販売が好調、円安による海外生産コストが増加
（デンタル関連製品）
円安効果及び新興国市場における偽ブランド品対策の浸透などにより、ダイヤバー及びリーマ・ファイルの売上が新興国で好調に推移
SDGを子会社化

2017
（サージカル関連製品）
品質評価の高い眼科ナイフ及び眼科トロカールの売上が好調
（アイレス針関連製品）
北米での売上好調、ベトナム新工場への生産工程移管ならびに新工場稼働
（デンタル関連製品）
SDGの売上が低調だが、中国を中心にアジアでの売上が好調に推移、ダイヤバー、リーマ・ファイル等の利益率の高い製品の売上
が好調

2018
（サージカル関連製品）
北米での売上低調、品質評価の高い眼科ナイフが国内外で好調、ステイプラーの売上高が増加
（アイレス針関連製品）
欧州、アジア地域での売上が好調、ベトナム新工場の稼働によるアイレス針の増産が軌道に乗った
（デンタル関連製品）
国内での売上低調、現地販売拠点による積極的な販売促進活動により中国の売上好調		為替の影響
偽ブランド品対策
高品質
ベトナム工場
中国等の新興国市場の拡大 カワセ エイキョウ ニセ ヒン タイサク コウヒンシツ コウジョウ チュウゴク ナド シンコウコク シジョウ カクダイ



http://www.kabupro.jp/
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Sheet2

		売上 ウリアゲ

		区分 ク ブン		N		10年度 ネン ド		18年度 ネンド		19年度 ネンド

				O						IR集計 シュウケイ						区分 ク ブン		10年度 ネン ド		18年度 ネンド

						億円 オクエン		億円 オクエン		億円 オクエン								億円 オクエン		億円 オクエン

						A		B		C		B/A						A		B		B/A

		上位5社 ジョウイ シャ		1		7,617		15,997		26,534		210%				上位10社 ジョウイ シャ		12,466		25,380		204%

		上位6～10位 ジョウイ イ		2		4,849		9,383		14,337		194%				上位11～30位 ジョウイ イ		7,792		10,719		138%

		上位11～30位 ジョウイ イ		3		7,792		10,719		12,101		138%				上位31～50位 ジョウイ イ		3,648		3,933		108%

		上位31～50位 ジョウイ イ		4		3,648		3,933				108%				上位51～100位 ジョウイ イ		4,217		4,286		102%

		上位51～100位 ジョウイ イ		5		4,217		4,286				102%				その他 タ		3,547		5,035		142%

		その他 タ		6		3,547		5,035				142%				合計 ゴウケイ		31,670		49,352		156%

		合計 ゴウケイ		7		31,670		49,352				156%				集計企業数 シュウケイ キギョウスウ		523		637

		未回答(推定) ミカイトウ スイテイ		8		2,001		3,147								調査客体数 チョウサ キャクタイ スウ		850		959



		集計企業数 シュウケイ キギョウスウ				523		637

		調査客体数 チョウサ キャクタイ スウ				850		959

		補正単価 ホセイ タンカ				4.7		5.9

		表１　調査対象客体数及び回答数

		年度 トシ タビ				西暦 セイレキ		調査客体数 チョウサ キャク タイ スウ		回答数 カイトウスウ

		18						807   		650   		81%

		19						795   		613   		77%

		20						865   		630   		73%

		21						775   		545   		70%

		22				2010		807   		523   		65%

		23						854		551		65%

		24						844		595		70%

		25						853		571		67%

		26						884   		590   		67%

		27						900   		602   		67%

		28						961   		638   		66%

		29						925   		620   		67%

		30				2018		959   		662   		69%

















日本企業TOP50の売上推移

出典:各社IR資料、但し下記については公開情報がなく除外(アークレイ、積水メディカル、JSR、PHC)

伸び率 伸び率
NO 企業名 2019年 2010年 NO 企業名 2019年 2010年

A B A/B A B A/B
1 オリンパス 6,418 3,553 181% 26 富士レビオ 401 358 112%
2 テルモ 6,289 3,282 192% 27 東洋紡 394 314 126%
3 富士フイルム 5,041 2,677 188% 28 ホギメディカル 372 313 119%
4 キヤノン（東芝） 4,375 3,774 116% 29 栄研化学 366 276 133%
5 HOYA 3,750 2,031 185% 30 タカラバイオ 346 187 184%
6 旭化成 3,378 551 613% 31 シード 318 118 269%
7 ニプロ 3,358 1,328 253% 32 ナカニシ 306 193 159%
8 日立グループ 3,200 2,373 135% 33 堀場製作所 253 225 113%
9 シスメックス 3,020 1,247 242% 34 川本産業 251 285 88%
10 エア・ウォーター 1,879 669 281% 35 松風 237 141 168%
11 日本光電工業 1,850 1,138 163% 36 川澄化学工業 223 321 70%
12 帝人 1,539 1,364 113% 37 メディキット 199 138 144%
13 フクダ電子 1,334 902 148% 38 エー・アンド・ディ 185 135 137%
14 オムロン 1,120 606 185% 39 日本エム・ディ・エム 181 95 190%
15 コニカミノルタ 879 850 103% 40 日本電子 168 151 111%
16 メニコン 845 579 146% 41 マニー 152 94 161%
17 島津製作所 702 496 142% 42 リオン 122 101 121%
18 日機装 620 410 151% 43 クリエートメディック 108 91 119%
19 ニコン 620 575 108% 44 テクノメディカ 98 76 130%
20 ジェイ・エム・エス 586 456 128% 45 大研医器 85 62 137%
21 朝日インテック 565 123 460% 46 プレシジョン・システム 51 56 90%
22 東レ 533 524 102% 47 パイオラックス 43 28 152%
23 日本ライフライン 518 224 231% 48 日本アイ・エス・ケイ 17 15 110%
24 カネカ 464 475 98% 49 オーベクス 15 7 224%
25 トプコン 445 309 144% 50 日本フェンオール 13 15 88%

合計 58,232 34,313 170%

売上　億円 売上　億円

伸び率が平均(170％)を上回る 伸び率200％以上
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Sheet4

						売上　億円 ウリアゲ オクエン				伸び率								売上　億円 ウリアゲ オクエン				伸び率

		NO		企業名 キギョウ メイ		2019年 ネン		2010年 ネン						NO		企業名 キギョウ メイ		2019年 ネン		2010年 ネン

						A		B		A/B								A		B		A/B

		1		オリンパス		6,418		3,553		181%				26		富士レビオ		401		358		112%

		2		テルモ		6,289		3,282		192%				27		東洋紡		394		314		126%

		3		富士フイルム		5,041		2,677		188%				28		ホギメディカル		372		313		119%

		4		キヤノン（東芝）		4,375		3,774		116%				29		栄研化学		366		276		133%

		5		HOYA		3,750		2,031		185%				30		タカラバイオ		346		187		184%

		6		旭化成		3,378		551		613%				31		シード		318		118		269%

		7		ニプロ		3,358		1,328		253%				32		ナカニシ		306		193		159%

		8		日立グループ		3,200		2,373		135%				33		堀場製作所		253		225		113%

		9		シスメックス		3,020		1,247		242%				34		川本産業		251		285		88%

		10		エア・ウォーター		1,879		669		281%				35		松風		237		141		168%

		11		日本光電工業		1,850		1,138		163%				36		川澄化学工業		223		321		70%

		12		帝人		1,539		1,364		113%				37		メディキット		199		138		144%

		13		フクダ電子		1,334		902		148%				38		エー・アンド・ディ		185		135		137%

		14		オムロン		1,120		606		185%				39		日本エム・ディ・エム		181		95		190%

		15		コニカミノルタ		879		850		103%				40		日本電子		168		151		111%

		16		メニコン		845		579		146%				41		マニー		152		94		161%

		17		島津製作所		702		496		142%				42		リオン		122		101		121%

		18		日機装		620		410		151%				43		クリエートメディック		108		91		119%

		19		ニコン		620		575		108%				44		テクノメディカ		98		76		130%

		20		ジェイ・エム・エス		586		456		128%				45		大研医器		85		62		137%

		21		朝日インテック		565		123		460%				46		プレシジョン・システム		51		56		90%

		22		東レ		533		524		102%				47		パイオラックス		43		28		152%

		23		日本ライフライン		518		224		231%				48		日本アイ・エス・ケイ		17		15		110%

		24		カネカ		464		475		98%				49		オーベクス		15		7		224%

		25		トプコン		445		309		144%				50		日本フェンオール		13		15		88%

																合計		58,232		34,313		170%









●TOP50社で売上約6兆円、この10年間で1.7倍に伸長、医療機器産業の成長を牽引
●海外事業が成長(売上約55％)、輸出モデルからグローバル経営にシフト
●M&Aを活用した成長戦略:10年間でA社9件、B社5件(米国Medtronicsは64件)
●先端技術開発とグローバルな販売・サポート拡大(“チャネル戦略”)に注力
●バリュチェーンを取込んだサービス化(例:フレゼニウスは製品から透析治療に参入)
◇政府による国際展開支援(新興国への医療システム輸出、トレーニングセンター構築など)

●約1,000社が多品種(4000種、30万品目)を支え、医療現場ニーズにきめ細かく対応
●先端的な医療機器を創出している事例もあり
●セグメント売上はほぼ横這い、中小企業のあり方は日本の産業全体の課題
◇継続的な産業振興 (医工連携事業化推進、医療機器開発支援ネットワーク、各地域の

医療機器産業クラスタ、医療機器連携拠点) → 成果の評価

●ベンチャー投資は徐々に拡大:医療機器ヘルスケア投資19年65億、78件(日本全体の4％)
米国に比べ約1/100とまだまだ規模が小さい ＊出典 ベンチャーエンタープライズセンタ(VEC)調査

●大手企業はベンチャーに目を向けているが、M&A対象としての魅力はまだ低い(製薬は先行)
◇ジャパンバイオデザインを人材育成の場として重点支援、成果が出始めている。課題は、

①ニーズの価値評価、事業化の壁、➁医師の創業は増えたが、企業からの派遣者は
派遣元に戻り学びを活かせていない。

●製造業:ものづくり力を活かした材料やキーコンポーネントで日本の強みを発揮
●IT/デジタル:大手、スタートアップ企業ともに活性化→非薬事領域からスタート
●製薬:デジタル・セラピューティクスなど医療機器との境界がなくなってくる

現状認識

グローバル
企業

中小企業

ベンチャー
企業

異業種
参入
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NO 名称 企業名 指定 承認 備考
1 チタンブリッジ ノーベルファーマ 16/2 17/12 販売名「チタンブリッジ」,設立2003年、難病希少疾患に特化
2 人工気管 第一医科 17/2 耳鼻咽喉科専門メーカー
3 ホウ素中性子補足療法システム 住友重機械工業/ステラフファーマ 17/2 20/3 販売名「BNCT 治療システム NeuCure」
4 UT-Heart UT-Heart研究所 17/2 設立2013年、東大発ベンチャ
5 心・血管修復パッチ OFT-GI 帝人 18/3
6 CliniMACS CD34 System ミルテニーバイオテク 18/3 独、1989年設立、細胞研究/治療
7 マイクロ波マンモグラフィ Integral  Geometry Science 19/4 設立2012年、多重経路散乱場理論を基礎とした計測ジステム
8 下肢動脈バイパス用人工血管作製用鋳型 バイオチューブ 19/4 設立2017年、国立循環器病研究センター発ベンチャー
9 リン酸化プルランバイオアドヒーシブ BioARC 19/4 四大学(北大、岡山大、東北大、名古屋大)発ベンチャー
10 多孔化カバードステント グッドマン 20/6 国立循環器病研究センター発技術(脳動脈瘤治療機器)
11 心臓形状矯正ネット iCorNet研究所 20/6 設立2016年、名古屋大発ベンチャ
12 造血器腫瘍遺伝子パネル検査 大塚製薬 20/6

「先駆け審査指定制度」対象品目

ベンチャー企業 中小企業 海外企業

出典：PMDAホームページ（2020年6月19日現在）
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スライド１ (2)

		NO		名称		企業名		指定		承認 ショウニン		備考 ビコウ

		1		チタンブリッジ		ノーベルファーマ		16/2		17/12		販売名「チタンブリッジ」,設立2003年、難病希少疾患に特化 ハンバイメイ セツリツ ネン ナンビョウキショウシッカン トッカ

		2		人工気管		第一医科		17/2				耳鼻咽喉科専門メーカー ジビインコウカ センモン

		3		ホウ素中性子補足療法システム		住友重機械工業/ステラフファーマ		17/2		20/3		販売名「BNCT 治療システム NeuCure」 ハンバイメイ

		4		UT-Heart		UT-Heart研究所		17/2				設立2013年、東大発ベンチャ セツリツ ネン

		5		心・血管修復パッチ OFT-GI		帝人		18/3

		6		CliniMACS CD34 System		ミルテニーバイオテク		18/3				独、1989年設立、細胞研究/治療 ドク ネン セツリツ サイボウ ケンキュウ チリョウ

		7		マイクロ波マンモグラフィ		Integral  Geometry Science		19/4				設立2012年、多重経路散乱場理論を基礎とした計測ジステム セツリツ ネン

		8		下肢動脈バイパス用人工血管作製用鋳型		バイオチューブ		19/4				設立2017年、国立循環器病研究センター発ベンチャー セツリツ ネン ハツ

		9		リン酸化プルランバイオアドヒーシブ		BioARC		19/4				四大学(北大、岡山大、東北大、名古屋大)発ベンチャー

		10		多孔化カバードステント		グッドマン		20/6				国立循環器病研究センター発技術(脳動脈瘤治療機器) コクリツ ジュンカンキ ビョウ ケンキュウ ハツ ギジュツ

		11		心臓形状矯正ネット		iCorNet研究所		20/6				設立2016年、名古屋大発ベンチャ セツリツ ネン

		12		造血器腫瘍遺伝子パネル検査		大塚製薬		20/6

												年 ネン





スライド１

				国内市場（医療機器） コクナイシジョウ イリョウキキ																		国内市場（医薬品） コクナイシジョウ イヤクヒン

				単位：
百万円 タンイ ヒャクマンエン		全体 ゼンタイ		上位50社 ジョウイ シャ				企業数 キギョウスウ				51位以降 イ イコウ						単位：
百万円 タンイ ヒャクマンエン		全体 ゼンタイ		上位50社 ジョウイ シャ				企業数 キギョウスウ

								売上高 ウリアゲダカ		占有率 センユウリツ						企業数 キギョウスウ		占有率 センユウリツ								売上高 ウリアゲダカ		占有率 センユウリツ

				2010年 ネン		3,166,959		2,390,523		75.5%		522				472		24.5%				2010年 ネン		11,808,319		10,275,416		87.0%		374

				2018年 ネン		4,935,167		4,003,140		81.1%		637				587		18.9%				2018年 ネン		11,910,853		10,391,723		87.2%		304

				CAGR		5.7%		6.7%								↑						CAGR		0.1%		0.1%

																2018年では資本金3億円未満は ネン シホンキン オクエン ミマン

																448		社あるので、中小多い？ シャ チュウショウ オオ

				日本企業売上（医療機器） ニホンキギョウ ウリアゲ イリョウキキ																		医薬品も海外売上のデータはあるが、地域別売上を記載していない企業は30社以上あり イヤクヒン カイガイウリアゲ チイキベツ ウリアゲ キサイ キギョウ シャ イジョウ

																						全体の売上が低いのでデータとしては微妙

				単位：
百万円 タンイ ヒャクマンエン		全体 ゼンタイ		国内売上 コクナイウリアゲ				海外売上 カイガイウリアゲ

								国内製品 コクナイセイヒン		輸入製品 ユニュウセイヒン

				2010年 ネン		3,166,959		1,451,568		1,040,316		675,075

				2018年 ネン		4,935,167		1,742,582		1,458,357		1,734,228

				CAGR		5.7%		2.3%		4.3%		12.5%





資本金規模別医療機器売上高の状況

				表６　資本金規模別医療機器売上高の状況

																単位：百万円 タンイ ヒャク マンエン

				年度 ネンド		資本金規模 シホンキン キボ		企業数 キギョウスウ		構成比
(%) コウセイヒ		医療機器売上高 イリョウ キキ ウリアゲダカ

												総額 ソウガク		比率（％） ヒリツ		一社平均 イッ シャ ヘイキン

				26		１千万円未満 センマンエン ミマン		25		4.5		11,018		0.2		440.7 

						１千万～５千万円 センマン セン マンエン		197		35.1		190,678		4.1		967.9 

						５千万～１億円 センマン オク エン		104		18.5		295,082		6.4		2,837.3 

						１億～３億円 オク オク エン		63		11.2		395,586		8.5		6,279.1 

						３億～１０億円 オク オク エン		61		10.9		601,943		13.0		9,867.9 

						１０億～５０億円 オクエン		42		7.5		677,097		14.6		16,121.4 

						５０億円以上 オクエン イジョウ		69		12.3		2,475,486		53.3		35,876.6 

						合　　計 ゴウ ケイ		561		100.0		4,646,890		100.0		8,283.2 

				27		１千万円未満 センマンエン ミマン		32		5.7		11,926		0.3		372.7 

						１千万～５千万円 センマン セン マンエン		196		34.8		184,106		4.2		939.3 

						５千万～１億円 センマン オク エン		107		19.0		345,527		7.8		3,229.2 

						１億～３億円 オク オク エン		64		11.3		397,766		9.0		6,215.1 

						３億～１０億円 オク オク エン		59		10.5		428,796		9.7		7,267.7 

						１０億～５０億円 オクエン		36		6.4		616,557		14.0		17,126.6 

						５０億円以上 オクエン イジョウ		70		12.4		2,427,566		55.0		34,679.5 

						合　　計 ゴウ ケイ		564		100.0		4,412,244		100.0		7,823.1 

				28		１千万円未満 センマンエン ミマン		29		4.8		12,498		0.3		431.0 

						１千万～５千万円 センマン セン マンエン		208		34.2		184,593		4.1		887.5 

						５千万～１億円 センマン オク エン		116		19.0		337,241		7.5		2,907.3 

						１億～３億円 オク オク エン		68		11.2		315,739		7.1		4,643.2 

						３億～１０億円 オク オク エン		70		11.5		452,753		10.1		6,467.9 

						１０億～５０億円 オクエン		42		6.9		679,206		15.2		16,171.6 

						５０億円以上 オクエン イジョウ		76		12.5		2,490,602		55.7		32,771.1 

						合　　計 ゴウ ケイ		609		100.0		4,472,632		100.0		7,344.2 

				29		１千万円未満 センマンエン ミマン		32		5.5		22,931		0.5		716.6 

						１千万～５千万円 センマン セン マンエン		205		35.2		193,379		3.9		943.3 

						５千万～１億円 センマン オク エン		111		19.1		284,051		5.8		2,559.0 

						１億～３億円 オク オク エン		62		10.7		295,478		6.0		4,765.8 

						３億～１０億円 オク オク エン		58		10.0		506,468		10.3		8,732.2 

						１０億～５０億円 オクエン		43		7.4		643,540		13.1		14,966.0 

						５０億円以上 オクエン イジョウ		71		12.2		2,957,922		60.3		41,660.9 

						合　　計 ゴウ ケイ		582		100.0		4,903,769		100.0		8,425.7 

				30		１千万円未満 センマンエン ミマン		33		5.2		25,745		0.5		780.2 

						１千万～５千万円 センマン セン マンエン		228		35.8		170,581		3.5		748.2 

						５千万～１億円 センマン オク エン		118		18.5		319,500		6.5		2,707.6 

						１億～３億円 オク オク エン		69		10.8		272,705		5.5		3,952.2 

						３億～１０億円 オク オク エン		68		10.7		468,403		9.5		6,888.3 

						１０億～５０億円 オクエン		46		7.2		560,436		11.4		12,183.4 

						５０億円以上 オクエン イジョウ		75		11.8		3,117,797		63.2		41,570.6 

						合　　計 ゴウ ケイ		637		100.0		4,935,167		100.0		7,747.5 



				・資本金、医療機器売上高状況に記入の無い企業(25社）を除く。 シホンキン イリョウ キキ ウリアゲ ダカ ジョウキョウ

				・表中の数値については、端数処理の関係上合計と一致しないことがある。







中小企業基本法の定義



2018年医療機器関係売上高集中度

				表８　医療機器関係売上高集中度 ヒョウ イリョウ キキ カンケイ ウリアゲ ダカ シュウチュウ ド



												単位：百万円 タンイ ヒャク マンエン

						区　　　　分 ク ブン				売上高 ウリアゲダカ

						上位  5社 ジョウイ シャ				1,599,678		( 32.4)

						上位 10社 ジョウイ シャ				2,537,985		( 51.4)

						上位 30社 ジョウイ シャ				3,609,875		( 73.1)

						上位 50社 ジョウイ シャ				4,003,140		( 81.1)

						上位100社 ジョウイ シャ				4,431,698		( 89.8)

						医療機器関係売上高 イリョウ キキ カンケイ ウリアゲ ダカ				4,935,167		(100.0)

						集計企業数 シュウケイ キギョウスウ				637



				・（　）内は医療機器関係売上高比。 ナイ イリョウ キキ カンケイ ウリアゲ ダカ ヒ

				・医療機器売上高状況に記入の無い企業(25社）を除く。 イリョウ キキ ウリアゲ ダカ ジョウキョウ

				・表中の数値については、端数処理の関係上合計と一致しないことがある。















2010年医療機器関係売上高集中度

				表９　医療機器関係売上高集中度 ヒョウ イリョウ キキ カンケイ ウリアゲ ダカ シュウチュウ ド



												単位：百万円 タンイ ヒャク マンエン

						区　　　　分 ク ブン				売上高 ウリアゲダカ

						上位  5社 ジョウイ シャ				761,737		( 24.1)

						上位 10社 ジョウイ シャ				1,246,597		( 39.4)

						上位 30社 ジョウイ シャ				2,025,747		( 64.0)

						上位 50社 ジョウイ シャ				2,390,523		( 75.5)

						上位100社 ジョウイ シャ				2,812,213		( 88.8)

						医療機器関係売上高 イリョウ キキ カンケイ ウリアゲ ダカ				3,166,959		(100.0)

						集計企業数 シュウケイ キギョウスウ				522

				（　）内は医療機器関係売上高比 ナイ イリョウ キキ カンケイ ウリアゲ ダカ ヒ
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2018年医薬品集中度

		表１１　集中度 ヒョウ シュウチュウド

				（１）医薬品売上高 イヤクヒン ウリアゲダカ																				（　）内は医薬品売上高比　単位：百万円

				区分 クブン		２６年度				２７年度				２８年度				２９年度				３０年度

				上位　５社 ジョウイ シャ		4,879,662		( 37.1)		5,115,760		( 39.2)		4,937,474		( 39.3)		4,600,647		( 38.2)		4,593,016		( 38.6)

				上位１０社 ジョウイ シャ		6,814,411		( 51.9)		6,762,312		( 51.8)		6,615,111		( 52.7)		6,384,378		( 53.0)		6,297,550		( 52.9)

				上位３０社 ジョウイ シャ		10,103,335		( 76.9)		10,013,915		( 76.6)		9,896,359		( 78.8)		9,538,793		( 79.2)		9,328,534		( 78.3)

				上位５０社 ジョウイ シャ		11,359,619		( 86.4)		11,294,655		( 86.5)		11,075,003		( 88.2)		10,648,290		( 88.4)		10,391,723		( 87.2)

				上位１００社 ジョウイ シャ		12,655,628		( 96.3)		12,576,661		( 96.3)		12,168,909		( 96.9)		11,677,125		( 97.0)		11,507,534		( 96.6)

				医薬品売上高 イヤクヒン ウリアゲ ダカ		13,142,461		(100.0)		13,064,780		(100.0)		12,553,315		(100.0)		12,042,621		(100.0)		11,910,853		(100.0)

				集計企業数 シュウケイ キギョウスウ		318				314				299				303				304



		・医薬品売上高に記入の無い企業(15社）を除く。 イヤクヒン ウリアゲ ダカ

		・表中の数値については、端数処理の関係上合計と一致しないことがある。



				（２）医療用医薬品売上高 イリョウヨウ イヤクヒン ウリアゲ ダカ																				（　）内は医療用医薬品売上高比　単位：百万円 イリョウヨウ

				区分 クブン		２６年度				２７年度				２８年度				２９年度				３０年度

				上位　５社 ジョウイ シャ		4,734,315		( 43.8)		4,875,144		( 45.9)		4,696,413		( 45.7)		4,395,905		( 44.9)		2,619,663		( 37.5)

				上位１０社 ジョウイ シャ		6,421,046		( 59.4)		6,257,107		( 58.9)		6,156,827		( 59.9)		5,954,061		( 60.8)		3,729,297		( 53.4)

				上位３０社 ジョウイ シャ		8,983,203		( 83.2)		8,832,669		( 83.1)		8,765,764		( 85.2)		8,362,181		( 85.3)		5,720,415		( 81.9)

				上位５０社 ジョウイ シャ		9,945,474		( 92.1)		9,819,277		( 92.4)		9,608,107		( 93.4)		9,158,724		( 93.5)		6,396,262		( 91.6)

				上位１００社 ジョウイ シャ		10,739,155		( 99.4)		10,569,994		( 99.4)		10,237,852		( 99.6)		9,763,932		( 99.6)		6,954,404		( 99.6)

				医療用医薬品
売上高 イリョウヨウ イヤクヒン ウリアゲ ダカ		10,802,846		(100.0)		10,629,483		(100.0)		10,283,279		(100.0)		9,798,466		(100.0)		6,982,127		(100.0)

				集計企業数 シュウケイ キギョウスウ		313				307				294				298				299

		・取扱品目別医薬品売上高に記入の無い企業(20社）を除く。

		・表中の数値については、端数処理の関係上合計と一致しないことがある。









2010年医薬品集中度

		表１１　集中度 ヒョウ シュウチュウド

				（１）医薬品売上高 イヤクヒン ウリアゲダカ																				（　）内は医薬品売上高比　単位：百万円

				区分 クブン		１８年度 ネンド				１９年度 ネンド				２０年度 ネンド				２１年度 ネンド				２２年度 ネンド

				上位　５社 ジョウイ シャ		3,872,402		( 37.6)		4,438,413		( 40.2)		4,597,515		( 43.5)		4,615,917		( 40.3)		4,475,813		( 37.9)

				上位１０社 ジョウイ シャ		5,226,775		( 50.8)		5,991,633		( 54.2)		6,127,529		( 58.0)		6,330,986		( 55.3)		6,241,518		( 52.9)

				上位３０社 ジョウイ シャ		7,573,855		( 73.5)		8,481,592		( 76.8)		8,338,188		( 78.9)		9,165,393		( 80.0)		9,190,909		( 77.8)

				上位５０社 ジョウイ シャ		8,635,032		( 83.9)		9,561,738		( 86.6)		9,288,417		( 87.9)		10,160,875		( 88.7)		10,275,416		( 87.0)

				上位１００社 ジョウイ シャ		9,749,216		( 94.7)		10,590,568		( 95.9)		10,218,000		( 96.7)		11,040,511		( 96.4)		11,332,594		( 96.0)

				医薬品売上高 イヤクヒン ウリアゲ ダカ		10,298,171		(100.0)		11,046,253		(100.0)		10,563,027		(100.0)		11,454,503		(100.0)		11,808,319		(100.0)

				集計企業数 シュウケイ キギョウスウ		371				381				351				378				374









				（２）医療用医薬品売上高 イリョウヨウ イヤクヒン ウリアゲ ダカ

				区分 クブン		１８年度 ネンド				１９年度 ネンド				２０年度 ネンド				２１年度 ネンド				２２年度 ネンド

				上位　５社 ジョウイ シャ		2,953,138		( 39.1)		3,376,916		( 45.8)		4,263,942		( 52.6)		4,383,836		( 44.9)		3,932,845		( 43.2)

				上位１０社 ジョウイ シャ		3,987,365		( 52.8)		4,350,251		( 59.0)		5,427,645		( 66.9)		6,016,535		( 61.6)		5,325,525		( 58.5)

				上位３０社 ジョウイ シャ		5,932,053		( 78.5)		6,039,508		( 81.9)		7,057,911		( 87.1)		8,424,525		( 86.3)		7,558,587		( 83.1)

				上位５０社 ジョウイ シャ		6,814,428		( 90.2)		6,832,467		( 92.7)		7,703,789		( 95.0)		9,242,364		( 94.7)		8,474,557		( 93.1)

				上位１００社 ジョウイ シャ		7,466,074		( 98.8)		7,305,676		( 99.1)		8,077,076		( 99.6)		9,710,389		( 99.4)		9,036,753		( 99.3)

				医療用医薬品
売上高 イリョウヨウ イヤクヒン ウリアゲ ダカ		7,558,604		(100.0)		7,373,198		(100.0)		8,107,698		(100.0)		9,764,407		(100.0)		9,099,511		(100.0)

				集計企業数 シュウケイ キギョウスウ		189				184				207				171				175
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2018年国内＆海外売上

				表１９　製品区分別、国内製品・輸入製品別、国内売上高・海外売上高 ヒョウ セイヒン ク ブンベツ コクナイ セイヒン ユニュウ セイヒン ベツ コクナイ ウリアゲ ダカ カイガイ ウリアゲ ダカ





														単位：百万円　（　　）内はタテ％ タンイ ヒャクマンエン ナイ

				区　　　　分 ク ブン				国内売上高 コクナイ ウリアゲ ダカ				海外売上高 カイガイ ウリアゲ ダカ		合　　計 ゴウ ケイ

								国内製品 コクナイ セイヒン		輸入製品 ユニュウ セイヒン

				1		診断及びその関連機器		430,079  		331,435  		776,278  		1,537,792  

								( 24.7)		( 22.7)		( 44.8)		( 31.2)

				2		治療及びその関連機器		654,586  		731,403  		698,669  		2,084,658  

								( 37.6)		( 50.2)		( 40.3)		( 42.2)

				3		歯科用品及びその関連機器		200,604  		31,282  		56,563  		288,449  

								( 11.5)		(  2.1)		(  3.3)		(  5.8)

				4		施設用機器		32,424  		10,640  		5,303  		48,367  

								(  1.9)		(  0.7)		(  0.3)		(  1.0)

				5		眼科用品及び関連製品		129,394  		126,006  		50,773  		306,173  

								(  7.4)		(  8.6)		(  2.9)		(  6.2)

				6		衛生材料及び衛生用品		45,724  		32,828  		3,794  		82,346  

								(  2.6)		(  2.3)		(  0.2)		(  1.7)

				7		家庭用医療機器		51,385  		51,319  		10,012  		112,716  

								(  2.9)		(  3.5)		(  0.6)		(  2.3)

						医療機器小計 イリョウ キキ ショウケイ		1,544,196  		1,314,913  		1,601,392  		4,460,501  

								( 88.6)		( 90.2)		( 92.3)		( 90.4)

						保守・サービス等		198,386  		143,444  		132,836  		474,666  

								( 11.4)		(  9.8)		(  7.7)		(  9.6)

						医療機器関係売上高計 イリョウ キキ カンケイ ウリアゲ ダカ ケイ		1,742,582  		1,458,357  		1,734,228  		4,935,167  

								(100.0)		(100.0)		(100.0)		(100.0)

				集計企業数 シュウケイ キギョウスウ				480 		313 		198 		637 



				・医療機器売上高状況に記入の無い企業(25社）を除く。 イリョウ キキ ウリアゲ ダカ ジョウキョウ

				・表中の数値については、端数処理の関係上合計と一致しないことがある。



































2010年国内＆海外売上

				表２０　製品区分別、国内製品・輸入製品別、国内売上高・海外売上高 ヒョウ セイヒン ク ブンベツ コクナイ セイヒン ユニュウ セイヒン ベツ コクナイ ウリアゲ ダカ カイガイ ウリアゲ ダカ



				（１）連結ベース レンケツ

						①全体 ゼンタイ								単位：百万円　（　　）内はタテ％ タンイ ヒャクマンエン ナイ

				区　　　　分 ク ブン				国内売上高 コクナイ ウリアゲ ダカ				海外売上高 カイガイ ウリアゲ ダカ		合　　計 ゴウ ケイ

								国内製品 コクナイ セイヒン		輸入製品 ユニュウ セイヒン

				1		画像診断システム ガゾウ シンダン		386,672  		83,822  		260,928  		731,422  

								( 26.6)		(  8.1)		( 38.7)		( 23.1)

				2		画像診断用Ｘ線関連装置及び用具 ガゾウ シンダンヨウ セン カンレン ソウチ オヨ ヨウグ		99,536  		7,229  		43,008  		149,773  

								(  6.9)		(  0.7)		(  6.4)		(  4.7)

				3		生体現象計測・監視システム セイタイ ゲンショウ ケイソク カンシ		122,770  		41,980  		90,098  		254,848  

								(  8.5)		(  4.0)		( 13.3)		(  8.0)

				4		医用検体検査機器 イヨウ ケンタイ ケンサ キキ		45,723  		27,567  		94,074  		167,364  

								(  3.1)		(  2.6)		( 13.9)		(  5.3)

				5		処置用機器 ショチ ヨウ キキ		194,770  		268,095  		82,865  		545,730  

								( 13.4)		( 25.8)		( 12.3)		( 17.2)

				6		施設用機器 シセツ ヨウキキ		22,086  		10,689  		1,306  		34,081  

								(  1.5)		(  1.0)		(  0.2)		(  1.1)

				7		生体機能補助・代行機器 セイタイ キノウ ホジョ ダイコウ キキ		186,096  		285,105  		31,612  		502,813  

								( 12.8)		( 27.4)		(  4.7)		( 15.9)

				8		治療用又は手術用機器 チリョウヨウ マタ シュジュツヨウ キキ		51,918  		103,454  		17,772  		173,144  

								(  3.6)		(  9.9)		(  2.6)		(  5.5)

				9		歯科用機器 シカ ヨウ キキ		30,908  		10,779  		2,593  		44,280  

								(  2.1)		(  1.0)		(  0.4)		(  1.4)

				10		歯科材料 シカ ザイリョウ		80,149  		25,450  		6,990  		112,589  

								(  5.5)		(  2.4)		(  1.0)		(  3.6)

				11		鋼製器具 コウセイ キグ		7,721  		13,059  		3,580  		24,360  

								(  0.5)		(  1.3)		(  0.5)		(  0.8)

				12		眼科用品及び関連製品 ガンカ ヨウヒン オヨ カンレン セイヒン		114,616  		129,814  		20,046  		264,476  

								(  7.9)		( 12.5)		(  3.0)		(  8.4)

				13		衛生材料及び衛生用品 エイセイ ザイリョウ エイセイ ヨウヒン		37,856  		15,225  		761  		53,842  

								(  2.6)		(  1.5)		(  0.1)		(  1.7)

				14		家庭用医療機器 カテイヨウ イリョウ キキ		70,747  		18,048  		19,442  		108,237  

								(  4.9)		(  1.7)		(  2.9)		(  3.4)

						医療機器関係売上高計 イリョウ キキ カンケイ ウリアゲ ダカ ケイ		1,451,568  		1,040,316  		675,075  		3,166,959  

								(100.0)		(100.0)		(100.0)		(100.0)

				集計企業数 シュウケイ キギョウスウ				367 		268 		142 		522 
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2018年医薬品地域別売上

		表９ 地域別医薬品売上高の状況 ヒョウ チイキベツ イヤクヒン ウリアゲダカ ジョウキョウ

																										単位：百万円　（　　）内はタテ％ タンイ ヒャク マンエン ナイ

						年度 ネンド		２６年度				２７年度				２８年度				２９年度				３０年度

				地域 チイキ

				国内売上高 コクナイ ウリアゲダカ				9,226,966		( 80.4)		6,926,982		( 74.8)		7,126,517		( 75.7)		6,100,850		( 74.8)		6,920,905		( 78.7)

				海外売上高 カイガイ ウリアゲダカ				2,253,602		( 19.6)		2,331,201		( 25.2)		2,282,566		( 24.3)		2,054,702		( 25.2)		1,869,882		( 21.3)

						アジア（日本を除く） ニホン ノゾ		408,039		(  3.6)		418,624		(  4.5)		418,493		(  4.4)		409,647		(  5.0)		451,100		(  5.1)

						欧　　　州 オウ シュウ		632,552		(  5.5)		668,533		(  7.2)		673,818		(  7.2)		608,220		(  7.5)		602,387		(  6.9)

						米　　　州 ベイ シュウ		1,206,738		( 10.5)		1,238,322		( 13.4)		1,177,877		( 12.5)		1,023,287		( 12.5)		796,581		(  9.1)

						そ　の　他 タ		6,273		(  0.1)		5,722		(  0.1)		12,378		(  0.1)		13,548		(  0.2)		19,814		(  0.2)

				合　　　計 ゴウ ケイ				11,480,568		(100.0)		9,258,183		(100.0)		9,409,083		(100.0)		8,155,552		(100.0)		8,790,787		(100.0)

				集　計　企　業　数 シュウ ケイ クワダ ギョウ スウ				317				289				276				277				287



		・地域別医薬品売上高に記入の無い企業(32社）を除く。 チイキ ベツ イヤクヒン ウリアゲ ダカ

		・表中の数値については、端数処理の関係上合計と一致しないことがある。





2010年医薬品地域別売上

		表９ 地域別医薬品売上高の状況 ヒョウ チイキベツ イヤクヒン ウリアゲダカ ジョウキョウ

																										単位：百万円　（　　）内はタテ％ タンイ ヒャク マンエン ナイ

						年度 ネンド		１８年度 ネンド				１９年度 ネンド				２０年度 ネンド				２１年度 ネンド				２２年度 ネンド

				地域 チイキ

				国内売上高 コクナイ ウリアゲダカ				6,950,518		( 83.4)		7,958,548		( 79.4)		7,233,347		( 79.5)		7,597,132		( 80.7)		8,439,306		( 82.2)

				海外売上高 カイガイ ウリアゲダカ				1,382,357		( 16.6)		2,064,507		( 20.6)		1,869,560		( 20.5)		1,812,061		( 19.3)		1,832,826		( 17.8)

						アジア（日本を除く） ニホン ノゾ		143,839		(  1.7)		175,595		(  1.8)		195,285		(  2.1)		281,474		(  3.0)		280,795		(  2.7)

						欧　　　州 オウ シュウ		364,942		(  4.4)		513,001		(  5.1)		504,387		(  5.5)		463,597		(  4.9)		452,771		(  4.4)

						米　　　州 ベイ シュウ		857,704		( 10.3)		1,055,244		( 10.5)		1,157,027		( 12.7)		1,049,426		( 11.2)		1,095,971		( 10.7)

						そ　の　他 タ		15,872		(  0.2)		320,667		(  3.2)		12,861		(  0.1)		17,564		(  0.2)		3,289		(  0.0)

				合　　　計 ゴウ ケイ				8,332,875		(100.0)		10,023,055		(100.0)		9,102,907		(100.0)		9,409,193		(100.0)		10,272,132		(100.0)

								350				370				339				358				363
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日本発グローバル企業の継続的な成長を実現する
●10年後に10兆円を越える産業となり、1兆円企業が数社生まれるか
・現行の成長戦略(先進医療機器開発、グローバルチャネル拡大、クロスボーダM&A)に加え、

新たに取組むべき課題は何か。例えば、国内エコシステム、デジタル戦略。
・リーダ企業として産業やエコシステムを牽引することを期待:ルールメイキング、ベンチャー共創
・各国の保護的な政策の中でwin-winな関係:①各地域の要件、②規制当局の協調など
●TOP50各社が特化した得意領域でイノベーションを創出し、グローバルなポジションを築く
●グローバル経営が進化する中で日本の果たす役割(本社機能、研究開発など)
・グローバルに経営資源をシフトしつつも、日本の患者に先進医療をいち早く届ける

産業構造の転換をしなければ、現状から変わっていかないのではないか
●日本の健康医療のあり方の変化、デジタル革命など、変革のチャンスと捉えるべき
●多品種(4000種、30万品目)の医療機器に対しVBH視点で新陳代謝を促し、

世界に新たなイノベーションを届けることによりリソースを重点化できないか
●DXにより個別企業のみならず産業全体のEnd-End改革が必要

製造業の持つ材料やものづくり技術を活かした破壊的イノベーションに挑戦する
IT/デジタル企業/製薬のデジタルでの取組みが本格化する

幅広い担い手を巻き込んだイノベーション・エコシステムを活性化する
●ベンチャーがグローバルに展開できる製品や優位な技術を開発する
●中小/ベンチャー企業の「事業化の壁」への支援(Born Global)
●担い手の育成、特に大学教育にまでさかのぼった議論が必要ではないか

今後の展望(期待と懸念)

グローバル
企業

中小/
ベンチャー

企業

エコ
システム

7

異業種
参入



変化するバリューチェーン --変革を加速・追随する動き(予測)--
医薬品マーケットや医療提供のあり方が変わっていく中で、プラットフォーム形成が業界の共通理解となり、

既存の 医療提供モデルを守ってきた業界関係者のスタンスも変わっていく。

バリューチェーン横断プラットフォーム

サプライヤ
工場/  
CMO 倉庫 卸

病院/ 
薬局

患者

デジタルプラットフォーム

マーケットや患者対応が細分化/個別化し、圧倒的効率化が
求められることに対し、それを支えるサプライチェーンがネックと
なってしまう懸念から、プラットフォーム形成が共通理解となる

既存の医療提供モデルを守ってきた業界団体も
変革を容認・追随する動きを見せる

医療関連団体

卸連
看護
協会

製薬協
病院
協会

薬剤師
会

医師会

… … …… ……

規制緩和に伴うオンライン診療や医薬品配送の進展により、
医療提供モデルが変わることで医師や薬剤師の役割が変わり、
プラットフォーム形成など新たな動きを容認・追随する

出典 「求められるサプライチェーンの変革」アクセンチュア株式会社 製造・流通本部 マネジング・ディレクター 北川寛樹 21年1月

バリューチェーンを跨いだプラットフォー
ムの 形成が共通の理解となる

医薬品サプライチェーン変革への取組み

●医薬品はマーケットや医療提供のあり方の変化に対応してサプライチェーン変革の議論が
活発に始められている

●医療機器固有の課題：販売流通体制の違い、SPD、医療機関のマネージメント力
●UDIが重要なDX基盤であり、推進加速を期待

8



経済産業省が推進する医療機器産業政策の全体像

●世界最先端の医療機器開発
・産学官が連携し、先進的な医療機器・システム等の開発推進
（先進的医療機器・システム等技術開発事業：
平成31年度当初予算額 35.1億円）

・開発・審査の円滑化に資する評価指標、 開発ガイドラインの策定

●医工連携による医療機器開発
・ものづくり技術を有する企業・大学等と医療機関との連携を促進
し、 医療現場のニーズに応える機器開発・実用化
（医工連携事業化推進事業：平成31年度当初予算額 27.3億円）

●医療機器開発支援ネットワークによる支援
・「伴走コンサル」として、開発段階に応じた切れ目ない支援を提供
・開発機関を総動員し、ワンストップで、医療現場のニーズ発掘や事業化（許認可、知財、販路開拓
、 ファイナンス）等への支援を提供

●事業環境の整備
・臨床ニーズを抽出するスキーム
・医療機器の部材供給に関するガイドブック
の策定・普及

・海外展開に向けた国際標準化の加速

●海外市場の獲得
・医療機器とサービスの一体的な展開

（医療技術・サービス拠点化促進）
（MEJ、JICA等と連携した支援体制）

市場開拓、 ﾃﾞｻﾞｲﾝ・ｺﾝｾﾌﾟﾄ設計 開発・治験・製造・サービス供給 販売・マーケティング

出典 「経済産業省における医療機器産業政策について」令和元年1１月 経済産業省商務・サービスグループ 医療・福祉機器産業室

⇒医療機器開発支援ネットワークや「伴走コンサル」を全体の基盤政策として、実効性を高めるべく強化をお願いしたく。
(事業化の支援、実務支援、新たなアイデアに対する客観的な評価など) 9



今後の政策への期待
1．イノベーションに対し、2つの視点が必要
(1)健康医療への貢献や社会課題解決からのアプローチ
● 「優れた医療機器を国民に迅速かつ安全に届ける」ことが原点
● 「ムーンショット」でも２つの社会課題解決からアプローチ

目標2(疾病を早期予測・予防)、目標7(100歳時代のサステイナブルな医療・介護システム)
(2)産業政策的なアプローチ

2．世界に伍する先進的な医療機器開発の支援強化
(1)破壊的イノベーションには長期間の取組みが必要、次の10年に向けた目標設定
●「重点5分野」を見直し：介護ロボット、ライフサイエンス計測技術、デジタルヘルスなど
(2)フラグシップ・プロジェクトへの集中的な支援
●社会実装からのバックキャスティング(例 SIP「AIホスピタル」のプロジェクトマネージメント手法)
●成果物であるデータを研究・産業の基盤とする(「勝てる産業をつくる」視点)
(3)デジタルの潮流を日本の強みにする

3. VBH(Value Based Healthcare)視点による産業構造の転換とエコシステム強化
(1)現行の医療機器4000種30万品目の新陳代謝をどう促進するか
(2)産業全体のDX推進への支援
(3)ベンチャー支援を事業化の視点で強化

4. 在宅・介護・健康への本格化な取組み 10



VBHの対する一考察

出典 「革新的医療機器創出のための官民対話」 2020年11月 一般社団法人米国医療機器・IVD工業会 11



デジタル・イノベーションの加速
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 データヘルス改革で実現を目指す未来に向け、「国民、患者、利用者」目線に立って取組を加速化。
 個人情報保護やセキュリティ対策の徹底、費用対効果の視点も踏まえる。

ゲノム医療・AI活用の推進
 全ゲノム情報等を活用したがんや難病の原因究明、 新

たな診断・治療法等の開発、個人に最適化され た患
者本位の医療の提供

 AIを用いた保健医療サービスの高度化・現場の負
担軽減

医療・介護現場の情報利活用の推進
 医療・介護現場において、患者等の過去の医

療等情報を適切に確認
 より質の高いサービス提供が可能に

自身のデータを日常生活改善等につなげるPHRの
推進
 国民が健康・医療等情報をスマホ等で閲覧
 自らの健康管理や予防等に容易に役立てるこ

とが可能に

データベースの効果的な利活用の推進
 保健医療に関するビッグデータの利活用
 民間企業・研究者による研究の活性化、患者

の状態に応じた治療の提供等、幅広い主体が
メリットを享受

新たなデータヘルス改革が目指す未来

• 自らの健診・検診情報を利活用するための
環境整備

• PHR推進のための包括的な検討

※パネル検査は、がん
との関連が明らかな数
百の遺伝子を解析

薬剤情報

健診情報

診療情報

データベース

【取組の加速化】

• 全ゲノム解析等によるがん・難病の原因究明や
診断・治療法開発に向けた実行計画の策定

• AI利活用の先行事例の着実な開発・実装

【取組の加速化】

【取組の加速化】

• NDB・介護DB・DPCデータベースの連結精
度向上と、連結解析対象データベースの拡充

• 個人単位化される被保険者番号を活用した
医療等分野の情報連結の仕組みの検討

【取組の加速化】

• 保健医療情報を全国の医療機関等で確認
できる仕組みの推進と、運用主体や費用負
担の 在り方等について検討

• 電子カルテの標準化推進と標準規格の基本
的 な在り方の検討 2

出典 「データヘルス改革について」令和２年１１月２日 厚生労働省



●健康医療の多様なニーズ
●これまでの先行フェーズとして技術開発、基盤整備

(薬事規制、人材育成など)に取組み、今後、本格
適用から拡大に向かっていくことを期待

●ソリューションの医療現場への統合的なデリバリー

医療機器から見たデジタル・イノベーション/データヘルス改革
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新たな
医療機器

開発・
高付加価

値化

新たな
医療提供や
健康長寿

社会の実現

データ
利活用

新たな技術
AI /機械学習

画像診断、病理、創薬、
外科、診断、介護など

ビッグデータ
ナショナルDB/CIN/PHRなど

SNS
コロナ感染症対応で実績拡大

プログラム医療機器
SaMD

医師の目・手の支援技術
AR/VR、ロボット

IoT/5G技術
PoCデバイス

●研究開発/治験の高度化/効率化
・医療機器でのデータ利活用はこれまで限定的
・協調領域(AI Deep Learning学習DBなど）
●PMDA承認判断へのRWD活用
●医療、社会保障費の最適化

●医療や介護現場のスマート化
・オープンイノベーション、システムアプローチ
・つながる医療機器、標準化
・例 スマート手術室, e-ICU
●住民や患者を巻き込んだ新たな仕組みの社会実装
・非接触や遠隔での医療提供
・行動変容による健康増進 など

デバイス単体から、システムや健康医療のあり方の変化を支える視点でのアプローチが重要

医薬品の新潮流
デジタルセラピューティクス

デジタル・イノベーション/データヘルス改革



１．プラットフォームとユーザ(医療現場)からのイノベーション牽引
●多様なソリューションを統合的に提供し、医療現場が安心して使えるソリューション・プラット

フォームを構築し、日本のイノベーション基盤とする
●SIP/医師会が「医療AIプラットフォーム」構想を先行的に取組み

２．先進的デジタル・ソリューション創出の裾野拡大に向けた各省庁のシームレスな連携
●現在は各省庁の事業が個別に進められており(「医工連携・人工知能実装研究事業」(厚

労省)、「医療介護健康データ利活用基盤高度化事業」 (総務省)など)、重点領域としての
全体戦略の明確化

●投資の拡充(現状は約9億円)

３．ビジネスモデル
(1)日本は米国、英国などと比べビジネスモデル成立が難しく、早期の方向付けを期待
●例 遠隔医療では各ステークホルダのインセンティブが異なり企業が投資判断をしにくい
●具体論をベースにした保険vs.非保険の考え方、保険償還スキームなどの整理
(2)企業側もイノベーションの価値評価力向上が必要(Chief Medical Officerの設置など)
(3)薬事規制の更なる進化:FDAとのベンチマーク

4．データ・セントリックを実現するデジタルアーキテクチャ
(1)電子カルテの呪縛から解放(FHIR、HUB&SPOKEアーキテクチャの導入など)

15

今後の政策への期待
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医療AIプラットフォーム構想

医師 医師

アプリを自由に
チョイスして利用

医療AIプラットフォーム
ユーザに使いやすい環境を構築、提供

プラットフォーム２プラットフォーム１
アプリ
1-1

アプリ
2-1

アプリ
3-1

アプリ
4-1

アプリ
5-1

アプリ
6-1

アプリ
7-1

アプリ
1-2

アプリ
2-2

アプリ
3-2

アプリ
4-2

アプリ
5-2

アプリ
6-2

アプリ
7-2

アプリ
1-3

アプリ
2-3

アプリ
3-3

アプリ
4-3

アプリ
5-3

アプリ
6-3

アプリ
7-3

16

ソリューション
提供事業者

利用機関 研究者・
開発者

App

利用者
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新型コロナ感染症で明らかになった課題への対応
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1. デジタル技術の積極的な活用、データ共有
●DXの遅れが様々な領域で顕在化(HER-SYS,COCOAなど）
●行政×SNS(LINE)の活用が大きな効果を発揮

2. ポストコロナ時代の医療提供形態や医療現場の変化を支援する医療機器開発
●遠隔、非接触の進展(オンライン診療、e-ICUなど)
●慢性疾患のマネージメント→在宅、バイタルモニタリング、PHRの重要性が増す など

3. 開発マネージメント
●AMED支援により多くのPCR検査、試薬、医療機器が開発されたが、現場で使われて

いないものが多い(例えば、シーズ指向の単品開発、精度の不足)
●有事にスピーディに対応できる技術基盤の整備(例 抗原検査の世界トップの短期間開発)

4. 高度な医療機器を使いこなす体制・トレーニング
●ECMO-net：高度な技術を現場で使いこなすための医療チームへのトレーニングの重要性
●次世代製品では小型化より省力化や使い勝手が重要→働き方改革に貢献する医療機器

5．安定供給
●輸入依存度の高い機器や物資のうち緊急性の高いものの国産化(人工呼吸器など)
●政府主導による備蓄管理
●医療機器や部材を届けるためのサプライチェーンの確保やトレーサビリティの把握

コロナ感染症で明らかになった課題への対応



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日は有難うございました。
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